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本
宮
山
は
標
高
七
八
九
・
二
M
、
木

曽
山
脈
の
南
西
延
長
部
を
占
め
る
三
河

開
析
台
地
の
最
南
端
に
位
置
し
、
地
質

学
的
に
は
内
帯
の
東
端
に
あ
た
る
。

　

山
頂
附
近
緩
傾
斜
面
が
あ
る
が
、
地

形
を
見
る
に
三
小
峯
に
分
か
れ
て
お
り
、

南
峯
に
砥
鹿
神
社
奥
宮
が
祀
ら
れ
て
お

り
、
西
北
小
峯
に
末
社
岩
戸
神
社
、
東

北
小
峯
に
丸
山
公
園
が
あ
る
。
一
帯
の

岩
石
は
、
領
家
変
成
岩
類
の
雲
母
片
麻

岩
と
珪
質
片
麻
岩
か
ら
な
っ
て
お
り
、

特
に
珪
線
岩
は
末
社
岩
戸
神
社
の
国
見

岩
附
近
に
多
く
、
日
本
で
は
産
出
の
少

な
い
鉱
物
の
一
種
と
言
わ
れ
る
。
又
、

山
内
で
も
殊
に
奥
宮
鎮
座
の
神
域
に
は

巨
磐
奇
石
が
多
く
、
凡
そ
一
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
云
う
境
内
域
の
中
で
も
特
に

神
社
の
周
辺
神
域
を
第
一
種
禁
伐
地
区

と
定
め
、
神
域
の
尊
厳
を
維
持
助
長
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
砥
鹿
神
社
奥

宮
の
社
叢
は
杉
、
桧
、
樅
の
巨
木
を
混

じ
え
た
神
域
に
相
応
し
い
美
林
と
な
っ

て
い
る
。
社
叢
内
に
は
ホ
ク
チ
ア
ザ
ミ
、

シ
ロ
モ
ジ
、
ミ
カ
エ
リ
ソ
ウ
、
エ
ン

シ
ュ
ウ
ハ
グ
マ
等
植
物
も
豊
富
で
貴
重

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
愛
知
県
は
昭

和
四
十
七
年
に「
砥
鹿
神
社
奥
宮
社
叢
」

と
い
う
名
称
の
も
と
天
然
記
念
物
に
指

定
し
、
そ
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
本
宮
山
周
辺
域
は
県
下
に
お
け

る
唯
一
の
シ
カ
の
生
息
地
で
も
あ
り
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
リ
ス
、
タ
ヌ

キ
、
キ
ツ
ネ
、
イ
ノ
シ
シ
等
動
物
相
を

も
成
し
て
い
る
。
ま
た
本
宮
山
全
山
が

愛
知
県
立
本
宮
山
自
然
公
園
特
別
地
域

に
含
ま
れ
る
が
、
神
社
境
内
と
し
て
は

表
側
六
合
目
以
上
全
部
が
神
社
境
内
で
、

千
古
の
天
然
林
や
植
林
相
で
覆
わ
れ
て

い
る
。

　

山
頂
は
奥
宮
本
殿
を
始
め
社
務
所
、

参
籠
所
と
そ
の
周
辺
に
末
社
守
見
殿
神

社
、
荒
羽
々
気
神
社
、
末
社
八
柱
神
社

が
鎮
座
し
、
奥
の
院
と
云
わ
れ
る
岩
窟

の
中
に
岩
戸
神
社
が
祀
ら
れ
、
東
南
座

王
峯
に
末
社
乙
女
前
神
社
が
夫
々
鎮
座

し
て
い
る
。
末
社
群
の
他
に
は
、
丸
山

公
園
に
古
代
祭
祀
遺
跡
を
見
る
こ
と
が

で
き
本
宮
山
へ
の
信
仰
の
深
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

本
宮
山
が
神
体
山
或
い
は
霊
山
と
仰

が
れ
る
所
以
の
中
に
在
つ
て
、
幾
つ
か

の
伝
承
を
見
る
に
、
天
狗
寄
せ
神
事
な

る
も
の
が
神
主
家
で
あ
る
草
鹿
砥
家
に

一
子
相
伝
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、

残
念
な
が
ら
明
治
維
新
の
節
に
断
絶
し

て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
大
天
狗
小
天
狗
の
話
や
、
殊

に
明
治
三
十
八
年
、
日
露
戦
争
の
時
の

逸
話
で
、
新
城
市
作
手
村
の
出
征
兵
士

の
父
が
夜
提
灯
を
と
も
し
て
本
殿
正
面

の
格
子
に
提
灯
を
掛
け
て
息
子
の
武
運

長
久
を
祈
り
、
さ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と

其
の
提
灯
が
な
く
な
っ
て
お
り
仕
方
な

く
他
の
人
と
同
道
し
て
帰
っ
た
。
一
方

満
州
の
荒
野
で
転
戦
し
て
い
た
息
子
は

斥
候
兵
と
し
て
前
戦
偵
察
に
で
た
が
途

中
道
に
迷
っ
て
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、

前
方
か
ら
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
灯
り
が
近

づ
き
、
よ
く
見
る
と
兵
隊
の
家
の
紋
の

付
い
た
提
灯
で
あ
っ
た
。
無
我
夢
中
で

そ
の
灯
り
に
誘
わ
れ
て
つ
い
て
い
っ
て

幾
時
間
の
後
に
本
隊
に
帰
り
立
派
に
偵

察
情
況
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
云
う
話
が
、
本
宮
山
霊
験
談
と
し
て

三
河
一
円
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
。
近

年
で
は
昭
和
五
十
七
年
、
農
業
技
術
研

究
会
で
全
国
的
組
織
で
も
あ
る
「
相
似

象
植
物
波
研
究
会
」
の
有
志
が
奥
宮
へ

一
泊
し
、
植
物
波
研
究
会
を
開
い
た
折
、

物
理
学
で
云
う
摂
動
場
或
い
は
摂
動
地

と
云
う
気
磁
場
が
あ
り
、
全
国
的
に
も

優
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
と
云
わ
れ
、

此
処
へ
タ
ネ
モ
ミ
、
イ
ネ
モ
ミ
、
野
菜

の
種
子
を
持
ち
込
み
波
動
に
さ
ら
す
と
、

生
育
や
実
入
り
が
よ
く
成
長
を
促
す
効

果
が
在
る
と
い
わ
れ
た
。

　

現
今
は
本
宮
山
も
新
し
い
顔
を
以
っ

て
登
拝
者
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

近
年
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ

が
盛
ん
に
な
り
、
本
宮
山
も
丁
度
手
頃

な
お
山
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

現
代
社
会
に
在
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
、
心
の
癒
し
を
求

め
る
人
は
絶
え
な
い
。
健
康
増
進
の
た

め
に
も
野
鳥
の
啼
き
声
に
耳
を
か
た
む

け
、
時
に
は
小
動
物
と
の
遭
遇
も
あ
り
、

い
つ
し
か
山
登
り
を
重
ね
る
う
ち
森
林

浴
に
よ
り
体
内
の
免
疫
力
は
更
に
向
上

し
、
一
日
一
日
満
ち
足
り
た
生
活
を
送

る
喜
び
を
感
じ
て
い
く
の
も
霊
山
、
神

体
山
と
し
て
の
存
在
感
の
成
せ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
感
謝
を
以
っ
て
敬
仰
し
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

─
感
懐
─

東
海
の
霊
山
〜
本
宮
山
・
砥
鹿
神
社
の
こ
と
〜

三
河
国
一
宮
砥
鹿
神
社
宮
司　

香　

取　
　

武　
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六
月
二
十
二
日
、
熱
田
神
宮
会
館
に

於
い
て
、
第
九
十
一
回
神
社
庁
協
議
員

会
が
、
協
議
員
百
二
十
九
名
中
九
十
三

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　

神
宮
遥
拝
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和

に
続
き
、
小
串
和
夫
庁
長
が
挨
拶
、
議

事
は
稲
熊
八
左
加
協
議
員
会
議
長
に
よ

り
進
行
さ
れ
、
初
め
に
議
事
録
署
名
人

に
海
部
支
部
伊
藤
祥
文
氏
、
豊
田
支
部

塚
本
康
雄
氏
が
指
名
さ
れ
、
次
に
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
予
算
審
議
等
が
行

わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
十
四
号
に
関
し
て
は
、
今
年
度

は
本
庁
負
担
金
増
額
の
た
め
に
予
備
資

金
よ
り
繰
入
を
す
る
こ
と
、
将
来
は
本

県
負
担
金
増
額
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
議
案
と
報
告
の
抜
粋

は
次
の
通
り
、
決
算
・
予
算
の
概
要
は

五
頁
か
ら
八
頁
に
掲
載
。

愛
知
県
神
社
庁
協
議
員
会
議
案

議
案
第
一
号

　

愛
知
県
神
社
庁
協
議
員
異
動
報
告

　
〔
宮
柱
二
二
一
号
に
て
掲
載
〕

議
案
第
二
号

　

愛
知
県
神
社
庁
顧
問
･参
与
異
動

　

顧
問　

服
部　

貞
弘　

平
石　

正
彦

　
　
　
　

飯
田　

清
春

　

参
与　

野
々
山
正
彦　

伊
奈
麻
古
登

　
　
　
　

半
田　
　

寛

議
案
第
三
号

　

愛
知
県
神
社
庁
協
議
員
会
議
長
・
副

議
長
異
動
報
告

　
〔
宮
柱
二
二
一
号
に
て
掲
載
〕

議
案
第
四
号

　

愛
知
県
神
社
庁
協
議
員
異
動
報
告

支
部　
　
　
　

氏
名　
　
　

氏
名

熱
田
神
宮　
　

渡
邉　

肇　

小
串
和
夫

 

宮
田
理
博　

副
野　

均

名
古
屋
第
一　

吉
見
英
和　

川
幡
平
隆

 

福
井
保
男　

伊
藤
美
樹

名
古
屋
第
二　

岩
田
武
一　

三
谷
博
之

 

遠
山
光
男　

村
上　

廣

名
古
屋
中　
　

臼
井
貞
光　

初
山
吉
上

 

岡
谷
篤
一　

河
村
健
司

名
古
屋
瑞
陵　
野
々
山
密
雄　

平
尾
夏
樹

 

連　

史
朗

名
古
屋
第
五　

大
原
良
彦　

安
原
鐡
大

 

近
藤
一
夫

名
古
屋
緑
南　

久
米
長
夫　

山
口
泰
直

 

成
田
眞
一

名
古
屋
千
種　

石
黒
捷
雄　

吉
田　

玄

 

岩
本
吉
郎

一　
　
　

宮　

飯
田
清
春　

木
全　

修

 

大
森
一
人　

安
田　

功

 

辰　

守
弘

半　
　
　

田　

平
野
幸
子　

旭
形
幸
彦

 

新
美
勝
彦　

三
浦
正
典

 

平
野
朝
彦

春　

日　

部　

河
村
米
光　

上
原
信
彦

 

長
縄
代
蔵　

大
島
郁
雄

 

加
藤
剛
之

東　
　
　

春　
松
本
健
男
子　

水
野　

浩

 

木
村
冨
雄　

水
野
辰
二

愛　
　
　

知　

加
藤
知
史　

磯
部
知
嗣

 

福
岡
俊
基

西
春
日
井　

神
田　

薫　

栗
木
清
章

 

河
村　

鋭　

三
輪
隆
裕

尾　
　
　

北　

牧
野
武
彦　

吉
田　

稔

 

大
竹
喜
久
雄　

村
瀬　

哲

 

峯　

直
樹

中　
　
　

島　

竹
内
正
憲　

村
上
邦
正

 

則
竹
稔
晟　

山
脇
敏
夫

 

野
口
弘
隆

海　
　
　

部　

和
出
泰
夫　

川
北
正
親

 

前
野
俊
雄　

豊
田
精
彦

 

伊
藤
祥
文

知　
　
　

北　

大
島
大
東　

森
岡
文
彦

 

花
井
勝
美

知　
　
　

西　

岩
田
文
夫　

藤
岡
宣
幸

 

木
村
吉
一

南　

知　

多　

林　

宣
昭　

江
元
梅
彦

 

山
田
友
裕

岡　
　
　

崎　

畔
柳
春
雄　

加
藤
和
子

 

粂　

富
夫　
伊
奈
麻
古
登

碧　
　
　

海　

野
村
文
男　

小
嶋
今
興

 

神
谷
俊
彦　

石
原　

巽

 

神
山
嚴
夫

西
尾
幡
豆　
新
家
正
比
古　

二
村
岐
子

 

杉
浦
澄
雄　
齋
藤
喜
代
二

 

筒
井
隆
博

額　
　
　

田　

服
部
憲
明　
田
中
明
一
郎

第
九
十
一
回
神
社
庁
協
議
員
会

庁長挨拶

協議員会議事
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陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

 

神
尾
俊
治　
大
須
賀
久
人

豊　
　
　

田　

塚
本
康
雄　

鈴
本
昭
彦

 

石
倉　

彰　

松
田　

修

 

青
木
康
之

東　

加　

茂　

安
藤
芳
行　

和
出
昭
二

 

塚
田
武
士

豊　
　
　

橋　

白
井
清
夫　

松
井
啓
晏

 

高
橋
善
万　
佐
々
木
粂
喜

 

中
村
和
彦

豊　
　
　

川　
鈴
木
五
十
機　

小
元
秀
子

 

鈴
木
孟
大

北　

設　

楽　

清
水　

晃　

後
藤　

敬

 

宮
下
伊
奈
男

新　
　
　

城　

鈴
木
道
人　

小
黒
榮
樹

 

加
藤
博
之　

夏
目
康
嗣

宝　
　
　

飯　

二
橋
一
彦　

香
取　

武

 

草
鹿
砥
宣
和　

兀
下
光
司

田　
　
　

原　

荒
木
田
健　

宮
本
哲
男

 

小
久
保
博
史

蒲　
　
　

郡　
稲
熊
八
左
加　

市
川
利
男

 

牧
原
明
雄

名
古
屋
第
五　
伊
藤
正
夫（
三
号
）　

欠
員

二
十
一
・
十
二
・
二
十
四

海　
　
　

部　
伊
藤
祥
文（
一
号
）　

和
出
泰
夫

二
十
二
・
四
・
一

　
　
　
　
　
　
和
出
泰
夫（
四
号
）　

伊
藤
祥
文

二
十
二
・
四
・
一

宝　
　
　

飯　
香
取　

武（
一
号
）　

二
橋
一
彦

二
十
二
・
四
・
一

議
案
第
五
号

　

愛
知
県
神
社
庁
支
部
長
異
動
報
告

支
部　
　
　
　

就
任　
　
　
　

退
任

委
嘱
年
月
日

海　
　
　

部　
伊
藤
祥
文（
一
号
）　

和
出
泰
夫

二
十
二
・
四
・
一

宝　
　
　

飯　
香
取　

武（
一
号
）　

二
橋
一
彦

二
十
二
・
四
・
一

議
案
第
六
号

　

神
社
本
庁
評
議
員
異
動
報
告

　

小
串
和
夫　

牧
野
武
彦　

白
井
清
夫

　

服
部
憲
明　

大
森
一
人

議
案
第
七
号

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
会
評
議
員
異

動
報
告

野
々
山
密
雄　

大
島
大
東　
新
家
正
比
古

議
案
第
八
号

愛
知
県
神
社
庁
諸
会
議
要
項
報
告

議
案
第
九
号

愛
知
県
神
社
庁
事
業
概
要
報
告

議
案
第
十
号

平
成
二
十
年
度
愛
知
県
神
社
庁
歳
入

歳
出
決
算
並
財
産
目
録

議
案
第
十
一
号

　

平
成
二
十
年
度
愛
知
県
神
社
庁
維
持

　

財
団
歳
入
歳
出
決
算
並
財
産
目
録

議
案
第
十
二
号

平
成
二
十
年
度
愛
知
県
神
社
庁
維
持

財
団
基
金
会
計
並
神
葬
墓
地
維
持
資

金
会
計
決
算

議
案
第
十
三
号

平
成
二
十
年
度
愛
知
県
神
社
庁
予
備

資
金
そ
の
他
積
立
金
決
算

予
備
資
金
積
立
金

明
治
維
新
百
年
記
念
奨
学
金
積
立
金

東
海
五
県
連
合
総
会
積
立
金

職
員
退
職
積
立
金

運
用
資
金
積
立
金

遷
宮
記
念
資
金

議
案
第
十
四
号

平
成
二
十
二
年
度
愛
知
県
神
社
庁
歳

入
歳
出
予
算
案

議
案
第
十
五
号

平
成
二
十
二
年
度
愛
知
県
神
社
庁
維

持
財
団
歳
入
歳
出
予
算
案

議
案
第
十
六
号

神
社
庁
理
事
補
欠
選
任
の
件

協議員会議事

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い

　

八
月
二
十
一
日
、
熱
田
神
宮
会
館
に

て
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
が
開
催
さ

れ
た
。熱
田
神
宮
正
式
参
拝
の
後
開
会
、

国
歌
斉
唱
、
神
宮
遥
拝
に
続
き
、
伊
勢

神
宮
崇
敬
会
会
長
豊
田
章
一
郎
氏
、
開

催
県
神
社
庁
長
と
し
て
小
串
庁
長
、
来

賓
と
し
て
全
国
神
社
総
代
会
東
海
地
区

理
事
川
井
祐
一
氏
よ
り
夫
々
挨
拶
が
あ

り
、
来
賓
紹
介
、
神
宮
並
び
に
伊
勢
神

宮
崇
敬
会
現
況
報
告
、
伊
勢
神
宮
崇
敬

会
活
動
報
告
の
後
、
皇
室
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
久
能
靖
氏
が「
祈
り
続
け
る
皇
室
」

と
題
し
て
講
演
。
氏
は
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
最
も
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る
の
が

祭
祀
で
あ
り
、
心
を
こ
め
て
国
民
の
安

寧
を
祈
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
様
々
な

事
例
を
挙
げ
て
語
ら
れ
た
。

講演



宮　  ば　  し　  ら平成２２年１０月２０日 第　２２４　号

９（　）

　

七
月
二
十
二
日
、
熱
田
神
宮
会
館
に

お
い
て
県
内
神
職
・
総
代
三
百
名
が
出

席
し
て
神
社
庁
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

熱
田
神
宮
正
式
参
拝
に
続
き
、
昨
年

就
任
し
た
愛
知
県
神
社
総
代
会
会
長
水

野
耕
太
郎
氏
が
挨
拶
の
後
、
名
古
屋
第

五
支
部
員
の
奉
仕
に
よ
り
物
故
神
職
慰

霊
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
続
い
て
神
職
功

労
者
と
し
て
名
古
屋
中
支
部
河
村
健
司

氏
を
始
め
十
三
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
本

庁
幣
伝
達
に
続
き
総
会
が
開
催
さ
れ
、

神
宮
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の

綱
領
唱
和
の
後
、
小
串
庁
長
が
「
先
の

鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
に
は
二
百

七
十
八
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
感
謝
し

た
い
。
ま
た
、
九
月
二
十
四
日
に
は
県

の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が
斎
行

さ
れ
る
。
遷
宮
を
間
近
に
控
え
る
今
大

麻
頒
布
活
動
を
通
じ
更
に
機
運
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て

議
事
に
移
り
、
庁
長
を
議
長
に
議
事
が

進
行
し
た
。
指
示
事
項
の
一
の
イ
に
つ

い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
社
頭
頒
布
を

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
ロ
に

つ
い
て
は
、
三
千
三
百
十
六
社
中
二
千

七
百
四
十
四
社
よ
り
回
答
が
あ
り
、
神

宮
大
麻
増
頒
布
施
策
検
討
特
別
委
員
会

に
て
集
計
の
上
頒
布
向
上
の
指
針
と
す

る
と
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に

今
般
神
政
連
愛
知
県
本
部
長
に
就
任
し

た
服
部
憲
明
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
会

を
終
了
し
た
。

報
告
事
項

一
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

会
納
金
状
況
に
つ
い
て

二
、
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
に
つ

い
て

三
、
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
長
更
迭
に

つ
い
て

四
、
第
二
十
二
回
参
議
院
選
挙
結
果
に

つ
い
て

指
示
事
項

一
、
イ
神
宮
大
麻
・
暦
頒
布
推
進
目
標

に
つ
い
て

　
　
　

支
部
「
前
年
度
頒
布
数
を
割
ら

な
い
」

　
　
　

頒
布
従
事
者
「
増
や
せ
一
体
・

減
ら
す
な
一
体
」

　
　

ロ
神
宮
大
麻
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
回
収
に
つ
い
て

二
、
各
種
研
修
・
講
習
に
つ
い
て

三
、
愛
知
県
神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い

て

四
、
東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
に
つ

い
て

五
、
新
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

功
績
表
彰

　
支　
部　　　　　
神
社
名　　　　
職　
名　　　　　
氏　
名

熱
田
神
宮　　
熱
田
神
宮　　　
権
禰
宜　　
大
原　

和
生

熱
田
神
宮　　
熱
田
神
宮　　　
権
禰
宜　　
加
藤　

陽
生

名
古
屋
中　　
神　
明　
社　　　
宮　　
司　　
河
村　

健
司

半
田
支
部　　
豊
石
神
社　　　
宮　　
司　　
神
谷　

典
彦

春
日
部
支
部　　
神
明
神
社　　　
宮　　
司　　
大
嶌　

郁
雄

西
春
日
井
支
部　　
神　
明　
社　　　
宮　　
司　　
栗
木　

清
章

西
春
日
井
支
部　　
上
畠
神
明
社　　　
宮　　
司　　
神
田　
　

薫

尾
北
支
部　　
若
宮
八
幡
社　　　
宮　　
司　　
岡
地
喜
代
春

尾
北
支
部　　
八　
劔　
社　　　
宮　　
司　　
中
山　

容
孝

碧
海
支
部　　
糟
目
春
日
神
社　　　
権
禰
宜　　
三
岡　

荷
代

碧
海
支
部　　
知
立
神
社　　　
権
禰
宜　　
神
山　
　

茂

西
尾
幡
豆
支
部　　
八　
幡　
社　　　
宮　　
司　　
二
村　

岐
子

東
加
茂
支
部　　
八
王
子
神
社　　　
宮　　
司　　
稲
垣　

吉
治

慰
霊
祭
祭
員

斎　　　　
主　　
築
地
神
社　　　
宮　　
司　　
大
原　

良
彦

祭　　　　
員　　
日
吉
神
社　　　
宮　　
司　　
安
原　

鐡
大

祭　　　　
員　　
龍　
神　
社　　　
宮　　
司　　
村
治　

儀
嗣

祭　　　　
員　　
稲　
荷　
社　　　
禰　　
宜　　
村
上　

功
一

祭　　　　
員　　
櫻
田
神
社　　　
権
禰
宜　　
長
谷
川
弘
章

伶　　　　
人　　
熱
田
神
宮
職
員
四
名

物故神職慰霊祭

神　

社　

庁　

総　

会

功績表彰

本庁幣伝達
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物
故
神
職（
自
平
成
二
十
年
七
月
二
十
二
日
）

　
　
　
　
（
至
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
）

　　
支　
部　　　　　
神
社
名　　　
職
名　　　　
氏　
名

逝
去
年
月
日

海　　　　
郡　　
大
井
神
社　　
宮　　
司　　
服
部　　
幹
雄
氏

二
十
・
十
・
九

中　　　　
島　　
住
吉
神
社　　
宮　　
司　　
牧
野　　　　
勊
氏

二
十
・
十
二
・
二

名
古
屋
緑
南　　
雷
社
・
須
佐
之
男
社　　
宮　　
司　　
栗
田　　　　
勇
氏

二
十
一
・
一
・
八

名
古
屋
第
二　　
神　
明　
社　　
宮　　
司　　
一
色　　　　
豊
氏

二
十
一
・
二
・
二
十

新　　　　
城　　
八
幡
神
社　　
宮　　
司　　
小
黒　　
昌
司
氏

二
十
一
・
三
・
七

半　　　　
田　　
伊
久
智
神
社　　
宮　　
司　　
平
野　　
照
之
氏

二
十
一
・
五
・
二
十
二

　

県
神
社
庁
の
平
成
二
十
二
年
度
開
始

に
あ
た
り
、
八
月
十
六
日
、
愛
知
縣
護

國
神
社
に
て
六
十
一
名
が
出
席
し
、
県

神
社
庁
支
部
長
並
び
に
支
部
事
務
会
計

担
当
者
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

小
串
和
夫
庁
長
挨
拶
に
続
い
て
議
事

に
移
っ
た
。
議
事
は
左
記
の
通
り
。

指
示
事
項

（
一
）イ
神
宮
大
麻
・
暦
頒
布
推
進
目
標

に
つ
い
て

　
　
　

支
部
「
前
年
度
頒
布
数
を
割
ら

な
い
」
頒
布
従
事
者
「
増
や
せ
一

体
・
減
ら
す
な
一
体
」

　
　

ロ
神
宮
大
麻
頒
布
優
良
神
社
表
彰

推
薦
に
つ
い
て

　
　

ハ
神
宮
大
麻
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て

（
二
）第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

金
納
入
状
況
に
つ
い
て

（
三
）教
育
勅
語
渙
発
百
二
十
周
年
記
念

祭
に
つ
い
て

（
四
）各
種
納
金
期
日
に
つ
い
て

（
五
）「
神
社
庁
新
庁
舎
記
念
誌
」お
詫
び

と
訂
正
に
つ
い
て

（
六
）季
刊
誌
「
皇
室
」
に
つ
い
て

（
七
）行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
事
項

（
一
）鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
に
つ

い
て　

七
月
十
二
・
十
三
・
十
四
日

二
百
七
十
八
名
参
加

（
二
）第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
選
挙
結

果
に
つ
い
て

　
　
　

比
例
区　

山
谷
え
り
子　

二
五

四
、
四
六
九
票
（
県
・
五
、
六
四

五
票
）

　
　
　

選
挙
区　

藤
川
政
人　

九
一
八
、

一
七
八
票

以
上
の
点
に
つ
い
て
各
々
指
示
・
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　

会
終
了
後
、
一
同
は
当
日
愛
知
縣
護

國
神
社
に
て
斎
行
さ
れ
た
献
燈
祭
に
参

列
し
、
英
霊
に
誠
を
捧
げ
た
。

　

去
る
六
月
十
三
日
、
岡
崎
市
の
岩
津

天
満
宮
（
服
部
憲
明
宮
司
）
に
於
い
て
、

第
二
十
八
回
愛
知
県
氏
子
青
年
連
合
会

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

同
会
は
県
内
の
十
単
位
会
で
構
成
さ

れ
、
本
年
は
各
単
位
会
か
ら
会
員
等
約

七
十
名
が
参
加
。
午
前
十
時
よ
り
正
式

参
拝
、
服
部
宮
司
よ
り
由
緒
等
の
説
明

を
戴
い
た
後
、
会
場
を
移
し
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

会
旗
入
場
、
神
宮
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、

全
国
氏
青
協
綱
領
唱
和
、
参
加
団
体
紹

介
の
後
、
高
田
満
穂
会
長
（
日
吉
神
社

氏
青
）
が
「
日
本
の
文
化
で
あ
る
祭
を

継
承
し
、
氏
子
全
員
で
神
社
を
盛
り
立

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
。
引
続
き
神
社
庁
理
事
松
本
建
男
子

氏
他
来
賓
よ
り
祝
辞
を
戴
き
議
事
へ
と

移
っ
た
。
高
田
会
長
を
議
長
に
議
事
が

進
行
さ
れ
、
事
業
・
決
算
報
告
、
事
業

計
画
・
予
算
案
・
役
員
改
選
等
、
全
て

原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
岩
津
天
神
太
鼓

「
凛
」
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は

「
ノ
ッ
ク
・
ソ
ウ
ル
・
バ
ン
ド
」
の
バ
ン

ド
演
奏
が
あ
り
、
最
後
に
万
歳
三
唱
に

て
閉
会
と
な
っ
た
。

議　事

支部長並支部事務会計担当者会

県
氏
子
青
年
連
合
会
総
会

　

支
部
長
並
び
に
支
部
事
務
会
計
担
当
者
会

―
愛
知
縣
護
國
神
社
に
て
開
催
―
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六
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
、
県
神

社
庁
・
県
神
社
総
代
会
の
共
催
で
総
代

幹
部
研
修
会
が
百
十
三
名
参
加
の
も
と
、

伊
勢
市
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
は
地
域
に
お
い
て
指
導
的

な
役
割
を
担
う
総
代
幹
部
を
対
象
に
、

県
内
ま
た
は
神
宮
に
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
本
年
は
神
宮
に
対
し
て
更
に

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
摂
社
伊
雑
宮
の
御
田
植
祭

の
見
学
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

早
朝
、
県
下
四
十
支
部
よ
り
の
参
加

者
は
バ
ス
に
て
一
路
伊
勢
市
へ
、
車
中

に
て
ビ
デ
オ
「
平
成
に
輝
く　

吉
備
津

神
社
平
成
の
大
改
修
の
記
録
」
等
を
鑑

賞
し
た
。
内
宮
到
着
後
は
御
垣
内
参
拝
、

御
神
楽
を
奉
納
、
続
い
て
楠
部
町
の
神

宮
神
田
を
見
学
、
調
度
部
御
料
地
課
山

口
剛
氏
よ
り
神
田
の
由
緒
、
現
在
栽
培

し
て
い
る
稲
の
種
類
、
収
穫
の
現
状
等

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。
参

加
者
の
中
に
は
自
ら
農
業
を
営
む
方
も

多
く
活
発
な
質
問
が
相
次
い
で
い
た
。

　

神
宮
会
館
到
着
後
開
講
式
、
神
尾
俊

治
愛
知
県
総
代
会
理
事
よ
り
挨
拶
の
後
、

白
井
清
夫
副
庁
長
よ
り
「
遷
宮
奉
賛
活

動
に
お
い
て
は
ご
厚
情
を
賜
り
深
く
感

謝
し
た
い
。
本
県
は
遷
宮
に
向
け
て
更

な
る
理
解
を
深
め
る
べ
く
様
々
な
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。
本
日
の
研
修
を
機

に
神
宮
へ
の
思
い
を
益
々
深
め
て
欲
し

い
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
夕
食
後
は

ビ
デ
オ
「
伊
勢　

神
々
の
国
の
物
語
」

を
鑑
賞
、
続
い
て
内
宮
夜
間
参
拝
を

行
っ
た
。

　

翌
日
は
、
中
村
町
月
讀
宮
を
参
拝
後
、

磯
部
町
伊
雑
宮
の
御
田
植
祭
の
見
学
に

向
か
っ
た
。
町
を
挙
げ
て
の
祭
の
賑
わ

い
の
中
、
参
加
者
は
神
田
に
お
い
て
繰

り
広
げ
ら
れ
る
勇
壮
且
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
男
衆
の
姿
、
清
楚
な
早
乙
女
の
御
田

植
の
姿
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
昼
食

後
は
外
宮
を
参
拝
、
意
義
深
い
研
修
を

修
了
し
た
。

　

総
代
幹
部
研
修
会

高田会長挨拶

神宮神田にて

御田植祭 御田植祭 月讀宮参拝

神尾俊治愛知県総代会理事挨拶白井副庁長挨拶

岩津天神太鼓「凛」
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各
種
研
修
会
・
講
習
会
開
催　

初
任
神
職
研
修
会
（
七
月
五
日
～
九
日
）

　

神
職
任
用
後
五
年
以
内
の
受
講
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
初
任
神
職
研
修
会

が
、
本
年
度
は
三
十
二
名
の
参
加
者
を

以
っ
て
、
十
名
の
講
師
に
よ
り
県
神
社

庁
に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
研
修
は
現
任

神
職
の
段
階
に
お
い
て
神
社
本
庁
・
神

社
庁
の
組
織
を
明
確
に
な
さ
し
め
、
神

社
本
庁
包
括
下
の
神
職
た
る
自
覚
を
促

す
も
の
で
あ
り
、
任
用
さ
れ
て
間
も
な

い
神
職
に
と
っ
て
は
慣
れ
な
い
講
義
の

連
続
で
大
変
で
は
あ
っ
た
が
、
神
職
と

し
て
の
基
礎
を
築
く
上
で
有
意
義
な
も

の
と
な
っ
た
。

神
職
養
成
（
直
階
検
定
）
講
習
会
（
七

月
二
十
六
日
～
八
月
二
十
一
日
）

　

神
社
本
庁
階
位
検
定
講
習
会
規
定
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
神
職
養
成
（
直
階
検

定
）
講
習
会
が
、
県
神
社
庁
に
て
開
催

さ
れ
た
。
本
講
習
は
、
短
期
集
約
教
育

の
中
で
神
道
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
必

要
な
技
能
を
取
得
し
て
神
職
と
し
て
の

素
養
を
深
め
る
と
と
も
に
品
性
の
陶
冶

を
は
か
る
た
め
の
訓
育
を
行
う
た
め
の

も
の
で
、
八
科
目
を
十
名
の
講
師
で
指

導
し
、
十
一
名
が
修
了
し
た
。

歌
舞
指
導
者
養
成
講
習
会

（
八
月
九
日
～
十
一
日
）

　

歌
舞
指
導
者
養
成
講
習
会
は
、
同
一

科
目
を
三
年
間
受
講
す
る
事
で
地
方
指

導
者
認
定
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
事

が
で
き
る
。
本
年
も
熱
田
神
宮
会
館
に

て
、
五
十
一
名
の
参
加
に
て
、
浦
安
の

舞
・
豊
栄
の
舞
を
、
神
社
庁
祭
祀
舞
講

師
高
橋
守
・
北
野
貴
之
両
講
師
と
四
名

の
助
教
に
よ
り
指
導
し
た
。

祭
式
研
修
会
（
八
月
十
二
日
～
十
三
日
）

　

神
職
生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
祭
式

を
習
熟
せ
し
め
る
と
共
に
、
祭
祀
の
厳

修
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
、
野
々
山
密

雄
、
河
村
健
司
、
大
澤
奉
紀
各
講
師
の

指
導
の
下
五
十
四
名
が
指
導
を
受
け
た
。

　

八
月
三
十
日
、
熱
田
神
宮
会
館
を
会

場
と
し
て
夏
季
教
化
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
年
の
研
修
で
は
神
社
の
広
報

活
動
が
主
題
に
掲
げ
ら
れ
、
六
十
二
名

が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
午
前
九
時
半
に
熱
田
神
宮
を
正

式
参
拝
し
た
後
、
開
講
式
に
て
牧
野
武

彦
副
庁
長
よ
り
、
「
奉
仕
神
社
の
活
動

を
正
し
く
伝
え
る
事
は
大
切
な
事
で
あ

る
。
し
か
し
戦
後
教
育
に
よ
り
氏
子
意

識
が
年
々
希
薄
化
し
て
お
り
、
行
事
が

円
滑
に
執
り
行
わ
れ
に
く
い
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
神
社
は
地
域

社
会
の
精
神
的
中
核
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
本
研
修
を
通
し
、

神
社
が
何
を
命
が
け
で
守
っ
て
き
た
か
、

そ
し
て
何
を
後
世
に
伝
え
残
す
べ
き
か

を
考
え
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

次
い
で
「
神
社
の
広
報
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
研
修
に
移
り
、
神
社
本
庁
地

区
教
化
講
師
・
愛
知
縣
護
國
神
社
宮
司

臼
井
貞
光
講
師
よ
り
、
広
報
は
伝
え
方

の
上
手
下
手
よ
り
も
、
何
を
伝
え
る
の

初任神職研修会

歌舞指導者養成講習会

夏
季
教
化
研
修
会

山脇敏夫常任委員

夏季教化研修会

祭式研修会
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祭
祀
要
目
（
二
十
三
）

　
　

挿
頭
「
か
ざ
し
」
に
つ
い
て

祭
祀
委
員
長　

武　

田　

正　

典　　

　
「
頭
髪
に
さ
す
」「
冠
に
さ
す
」
は
元
々
は
季
節
の
花
や
木
の
枝
を
折
、
挿
し
、
優

雅
な
趣
を
楽
し
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
造
花
を
用
い
た
り
す
る
。

　

全
国
の
古
社
、
大
社
で
は
神
事
の
折
に
祭
員
や
歌
舞
の
舞
人
が
挿
頭
を
す
る
こ
と

は
多
く
あ
る
。
身
近
で
は
神
楽
舞
の
人
長
舞
の
舞
人
は
山
吹
の
花
、
舞
楽
で
は
春
庭

花
、
東
遊
、
喜
春
楽
、
蘇
利
古
等
季
節
の
花
の
場
合
や
藤
、
菊
の
場
合
（
白
・
黄
色
）

と
役
に
よ
り
、
異
な
る
。

　

冠
の
場
合
は
巾
子
下
縁
の
掛
け
緒
の
下
に
自
分
自
身
で
挿
す
（
右
方
に
挿
す
）。
物

を
扱
う
場
合
に
は
総
て
右
手
を
使
う
（
左
手
を
使
う
は
凶
事
の
み
で
あ
る
）。
古
い
記

録
で
は
大
臣
以
上
は
左
方
に
挿
す
、
ま
た
他
は
右
方
に
挿
す
と
あ
る
、
こ
れ
は
介
添

え
が
行
う
事
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　

簪
「
か
ん
ざ
し
」
髪
飾
り
等
も
右
手
を
用
い
る
の
で
右
方
に
飾
る
事
と
な
る
。
特

別
の
場
合
、
花
嫁
、
芸
者
は
左
右
に
飾
り
立
て
る
。
ま
た
中
国
の
物
を
見
る
に
、
髪
の

毛
を
整
え
る
の
に
頭
上
に
髪
を
束
ね
、（
元
結
で
縛
る
）
髪
の
毛
を
巻
き
、
整
え
箸
の

よ
う
な
形
の
物
（
髪
挿
し
）
で
挿
し
整
え
る
、
こ
れ
も
総
て
右
手
を
用
い
る
。
こ
れ

を
頭
の
頂
き
で
結
ぶ
髷
と
言
う
意
味
で
（
頂
髷
「
ち
ょ
う
ま
げ
」）
と
い
う
。
何
所
か

で
聞
い
た
よ
う
な
響
き
だ
。

　

熱
田
神
宮
で
は
正
月
十
一
日
に
踏
歌
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
安
朝
時
代
宮
中

で
行
わ
れ
て
い
た
踏
歌
節
会
が
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
祭
員
は
冠
に
桜
の

「
か
ざ
し
」
と
山
吹
の
「
か
ざ
し
」
を
つ
け
る
の
が
古
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

お
田
植
え
祭
に
は
芙
蓉
の
花
の
髪
飾
り
を

舞
姫
の
頭
上
左
右
に
飾
る
。
ま
た
舞
楽
神
事

で
は
演
目
に
よ
り
挿
頭
の
あ
る
物
が
数
多
く

あ
る
。
概
ね
、
冠
に
限
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
祭
祀
委
員
会
）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

か
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ

の
後
山
脇
敏
夫
教
化
常
任
委
員
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
た
全
国
教
化
会
議
の
報
告
が
な
さ

れ
、
当
日
は
高
千
穂
神
社
宮
司
後
藤
俊

彦
氏
の
「
地
域
に
お
け
る
神
社
の
役
割

と
活
動
」
と
い
う
発
表
に
、
特
に
啓
発

を
受
け
た
と
の
弁
が
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
臼
井
講
師
よ
り
、
「
写

真
の
威
力
・
体
験
的
ポ
ス
タ
ー
作
例
の

紹
介
か
ら
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
画
像
ソ
フ

ト
使
用
の
具
体
例
と
質
疑
応
答
」
と
の

二
題
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

祭
典
や
結
婚
式
の
Ｐ
Ｒ
等
は
、
多
額
の

経
費
を
支
払
っ
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼

す
れ
ば
見
映
え
の
よ
い
紙
面
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
時
と
し
て
こ
ち
ら
の

思
惑
と
は
異
な
る
も
の
が
出
来
上
が
っ

て
く
る
場
合
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
広
告
代
理
店
側
で
は
責
任
が
と
り

き
れ
な
い
問
題
も
多
い
現
況
下
、
自
社

の
職
員
や
身
近
な
人
を
モ
デ
ル
に
用
い

た
り
、
ま
た
神
職
自
ら
撮
影
し
た
画
像

を
使
用
し
て
も
効
果
的
な
広
報
活
動
が

可
能
で
あ
る
事
等
が
、
長
年
に
亘
る
経

験
を
活
か
し
た
実
践
例
と
と
も
に
提
言

さ
れ
た
。

　

結
語
と
し
て
、
「
た
と
え
失
敗
が

あ
っ
た
と
し
て
も
自
ら
の
責
任
下
で
自

由
自
在
に
記
事
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
は
ど
う
か
。
広
報
は
伝
達
方

法
や
費
用
対
効
果
を
考
え
る
事
も
必
要

だ
が
、
ま
ず
は
皆
に
伝
え
た
く
な
る
よ

う
な
自
意
識
の
湧
く
行
事
を
作
り
出
し

て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
の
主

張
が
あ
っ
た
。
ま
た
質
疑
応
答
で
は
、

才
能
の
あ
る
職
員
に
一
任
さ
れ
が
ち
な

広
報
活
動
の
現
状
を
ど
う
す
べ
き
か
と

の
質
問
が
あ
り
、
常
に
神
社
の
全
体
活

動
と
し
て
方
向
づ
け
し
て
い
く
と
良
い

と
思
う
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

閉
講
式
と
な
り
山
脇
教
化
常
任
委
員
よ

り
受
講
者
代
表
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、

次
い
で
臼
井
講
師
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
て
終
了
と
な
っ
た
。

修了証授与

臼井貞光講師
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愛
知
県
神
社
庁
は
、
八
月
二
十
四
・

二
十
五
の
両
日
、
長
野
県
木
曽
郡
上
松

町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
内
に
お
い
て
、

県
内
の
神
職
子
弟
等
約
百
名
の
参
加
の

も
と
、
恒
例
の
「
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
各
地
に
鎮
座
す
る
氏
神

様
の
護
持
運
営
を
担
う
次
世
代
の
後
継

者
育
成
を
主
な
目
的
と
し
て
神
職
子
弟

や
氏
子
崇
敬
者
の
親
子
の
参
加
を
得
て

行
わ
れ
て
い
る
。
本
年
は
、
第
六
十
二

回
神
宮
式
年
遷
宮
が
間
近
に
迫
る
中
、

前
回
御
神
木
伐
採
地
で
あ
る
木
曽
の
赤

沢
自
然
休
養
林
に
て
、
御
遷
宮
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

　

第
一
日
目
、
県
内
各
地
よ
り
バ
ス
で

長
野
県
木
曽
地
方
へ
。
木
曽
川
河
畔
の

名
勝
寝
覚
め
の
床
に
て
各
自
持
参
の
弁

当
を
食
べ
た
後
、
宮
前
諏
訪
神
社
に
て

正
式
参
拝
。
徳
原
正
三
宮
司
の
挨
拶
の

後
結
団
式
、
白
井
副
庁
長
よ
り
「
暑
い

中
の
ご
参
加
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
事

故
の
無
い
よ
う
に
し
て
、
良
い
思
い
出

を
作
っ
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
、
臼
井

教
化
委
員
長
か
ら
は
「
こ
こ
赤
沢
美
林

は
前
回
御
神
木
の
伐
採
地
で
あ
り
、
二

十
年
毎
の
御
神
木
奉
迎
送
を
通
し
て
愛

知
県
と
も
関
わ
り
が
深
い
。
御
遷
宮
を

み
な
さ
ん
の
時
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
も
、
こ
の
機
会
を
良
い
機
会
と
し
て

多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
赤
沢
自
然
休
養
林
に
移
動
、

全
員
集
合
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
木
曽
ひ
の

き
の
森
理
事
長
横
井
剛
氏
よ
り
「
日
本

三
大
美
林
の
一
つ
が
こ
こ
赤
沢
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
樹
齢
三
百
年
以
上
の
檜
が
数

多
く
が
生
き
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
は

お
伊
勢
さ
ま
と
の
関
係
の
中
で
大
切
に

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
森
は
命

の
源
で
あ
る
水
を
蓄
え
、
や
が
て
木
曽

川
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
愛
知
県
に
も
送

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
を
拝
聴
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
て
か
ら
六
班
に
分

か
れ
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

引
率
さ
れ
第
六
十
一
回
式
年
遷
宮
の
御

神
木
伐
採
地
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

行
っ
た
。
内
宮
と
外
宮
の
御
樋
代
木
を

切
り
出
し
た
二
つ
の
切
り
株
を
前
に
神

宮
遥
拝
、
臼
井
委
員
長
の
講
話
の
後
、

池
田
木
材
池
田
聡
寿
社
長
が
威
勢
良
く

木
曽
に
伝
わ
る
木
遣
歌
を
披
露
、
子
供

た
ち
も
合
い
の
手
を
入
れ
元
気
な
声
が

森
に
響
き
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
池
田
木

材
株
式
会
社
に
移
動
、
檜
製
材
の
現
場

を
見
学
、
宿
泊
先
の
ね
ざ
め
ホ
テ
ル
に

移
動
。
夕
食
後
、
夜
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

紙
芝
居
「
と
こ
わ
か
の
森
」
を
鑑
賞
し

一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
て
終
え
た
。

　

二
日
目
、
爽
や
か
な
高
原
の
朝
を
迎

え
、
一
同
再
び
赤
沢
自
然
休
養
林
へ
。

子
供
た
ち
は
班
毎
に
分
か
れ
、
森
の
遊

歩
道
へ
の
チ
ッ
プ
撒
き
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
檜
な
ど
端
材
の
チ
ッ
プ
を
遊
歩
道

に
撒
き
、
敷
き
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
、

歩
行
者
に
よ
っ
て
木
々
の
根
が
傷
つ
く

こ
と
を
防
ぎ
、
ま
た
歩
き
具
合
も
格
段

に
良
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
私

た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
森
を
、
私

た
ち
が
守
る
と
い
う
意
味
で
貴
重
な
体

験
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
森
林
鉄
道
に

乗
車
し
て
森
の
中
を
見
学
、
端
材
を

使
っ
て
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
作
り
や

木
の
栞
作
り
を
楽
し
ん
だ
。
昼
食
は
林

間
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
食
後
、
解
団

式
が
行
わ
れ
臼
井
委
員
長
が
「
こ
の
森

は
神
社
本
庁
も
大
切
に
し
て
い
る
場
所

で
あ
る
。
ま
た
訪
れ
て
新
し
い
発
見
を

し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
大
事
に
守
ら
れ

て
い
る
こ
の
森
を
思
い
、
更
に
は
身
近

な
鎮
守
の
森
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。

そ
し
て
御
遷
宮
を
皆
さ
ん
の
手
で
後
世

に
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
。

子
供
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
自
然
体
験
の

思
い
出
を
胸
に
家
路
に
つ
い
た
。

ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

紙芝居「とこわかの森」

宮前諏訪神社正式参拝

御神木伐採地跡で木遣歌を披露
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感
想
文

「
ぼ
く
の
た
か
ら
も
の
」

　

し
ま
だ
し
ょ
う
が
っ
こ
う
一
年

も
り
つ
ぐ
ふ
う
た

　

ぼ
く
は
、
は
じ
め
て
ひ
の
き
の
み
を
み

ま
し
た
。

　

ひ
の
き
は
す
ご
く
せ
が
た
た
か
っ
た
で

す
。
で
も
ひ
の
き
は
み
は
す
ご
く
ち
い
さ

か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
う
め
て
も
め
は
で
ま

せ
ん
。

　

ぼ
く
は
め
ず
ら
し
い
ひ
の
き
の
み
を
た

か
ら
も
の
に
し
ま
し
た
。

「
森
の
中
で
い
ろ
ん
な
た
い
け
ん
」

　

高
嶺
小
学
校　

五
年　

市
川
佳
歩

　

一
日
目
は
、
ヒ
ノ
キ
の
下
を
歩
き
色
ん

な
木
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
二
日
目

は
最
初
チ
ッ
プ
ま
き
を
し
ま
し
た
。
ビ

ニ
ー
ル
ふ
く
ろ
に
チ
ッ
プ
を
入
れ
て
も
っ

た
ら
す
ご
く
重
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
森

林
鉄
道
に
の
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

に
お
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ

十
分
く
ら
い
か
な
と
思
っ
た
ら
、
チ
ッ
プ

ま
き
を
や
っ
て
い
た
班
が
も
う
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
作
っ
て
い
た
の
で
は
や
く
や
り
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
チ
ッ
プ
ま
き
」

　

国
分
小
学
校　

五
年　

山
田
さ
つ
き

　

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
チ
ッ
プ
ま

き
で
す
。
な
ぜ
楽
し
か
っ
た
か
と
い
う
と

森
林
の
中
で
チ
ッ
プ
を
ま
き
な
が
ら
ヒ
ノ

キ
や
い
ろ
い
ろ
な
木
を
み
れ
た
か
ら
で
す
。

　

あ
と
二
番
目
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
森

林
鉄
道
に
乗
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
体
験
し
て

友
達
も
出
来
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
長
野
県
に
行
き
た
い
で
す
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

■
Ｉ
Ｔ
委
員
会

 
 
【
庁
】
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
【
庁
】
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
協
議
。

■
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会（
指
定
団
体
）

 
 
役
員
会
【
７
名
／
庁
】
全
神
教
理

事
会
報
告
、
第
五
十
一
回
全
国
大

会
・
中
央
研
修
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
役
員
会
【
９
名
／
庁
】
第
五
十
一

回
全
神
教
全
国
大
会
・
中
央
研
修
会
、

愛
神
教
総
会
、「
か
ん
な
び
」
七
十
四

号
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

■
神
職
保
護
司
会
（
指
定
団
体
）

 
 
総
会
【
庁
】
近
況
報
告
等
。

■
神
道
青
年
会
（
指
定
団
体
）

 
 
定
例
会
「
神
宮
研
修
会
」【　

名
／

３１

神
宮
】

 
 
第
十
二
回
理
事
会
【　

名
／
砥
鹿

３０

神
社
】

 
 
第
五
回
弘
報
合
同
委
員
会
【
９
名

／
砥
鹿
神
社
】

 
 
第
十
回
事
業
委
員
会
【　

名
／
尾

１０

張
大
國
霊
神
社
】

 
 
第
六
回
わ
か
し
ゃ
ち
担
当
委
員
会

／２２６／３８／２３６／２２７／２２７／２６５／２８５／２８５／２９５／３１５

の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
季
教
化

研
修
会
、
夏
季
教
化
研
修
会
・
ぼ
く

と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
等
反
省

会
、
沖
縄
等
慰
霊
祭
の
次
年
度
計
画

等
に
つ
い
て
協
議
。

■
教
化
機
動
班

 
 
尾
張
班
班
会
【　

名
／
尾
張
大
國

１４

霊
神
社
】
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
い
て
協
議
。

 

～ 
 
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
下
見
【　

名
】
教
化
常
任
委
員
、

２７

教
化
機
動
班
員
に
よ
り
、
赤
沢
自
然

休
養
林
を
中
心
に
活
動
場
所
と
内
容

に
つ
い
て
確
認
、
打
ち
合
わ
せ
。

 
 
三
河
班
班
会【
９
名
／
知
立
神
社
】

ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、

本
年
度
団
地
大
麻
頒
布
活
動
に
つ
い

て
協
議
。

 
 
名
古
屋
班
班
会
【
５
名
／
名
古
屋

市
内
】
夏
季
教
化
研
修
会
等
の
打
ち

合
わ
せ
。

 
 
尾
張
班
班
会
【　

名
／
尾
張
大
國

１４

霊
神
社
】
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
下
見
報
告
、
実
施
要
綱
・
し

お
り
等
の
検
討
。

 
 
尾
張
班
班
会
【
４
名
／
尾
張
大
國

霊
神
社
】
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
持
参
品
の
確
認
、
参
加
者
名

簿
・
部
屋
割
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
席
名

札
、
し
お
り
の
作
成
・
確
認
等
。
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■
祭
祀
委
員
会
・
祭
祀
研
修
員
会

 
 
合
同
会
議
【
会
館
】
合
同
研
修
旅

行
の
成
果
と
反
省
、
衣
紋
研
修
会
の

打
合
せ
（
日
程
、
役
割
分
担
、
研
修

内
容
）。

■
教
化
常
任
委
員
会

 
 
六
月
度
委
員
会
【
庁
】
郷
土
の
祭

の
絵
展
、
総
代
幹
部
研
修
会
、
鹿
屋

海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
、
教
化
常
任

委
員
・
機
動
班
合
同
会
議
、
ぼ
く
と

私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
季
教

化
研
修
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
七
月
度
委
員
会
【
会
館
】
鹿
屋
海

軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
に
つ
い
て
反
省

と
次
年
度
計
画
、
ぼ
く
と
私
の
神
社

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
季
教
化
研
修
会
、

夏
季
教
化
研
修
会
・
ぼ
く
と
私
の
神

社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
等
反
省
会
等
に
つ

い
て
協
議
。

 
 
教
化
常
任
委
員
・
機
動
班
合
同
会

議【
会
館
】ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
、
夏
季
教
化
研
修
会
・
ぼ
く

と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
等
反
省

会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
八
月
度
委
員
会
【
庁
】
ぼ
く
と
私

／２８６／１５６／２２７／２２７／１８８
　

委
員
会
概
況（ 
～ 

）

庁
＝
神
社
庁
、
会
館
＝
熱
田
神
宮
会
館

／21５

／20８

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

　

関
連
組
織
概
況（ 
～ 

）

庁
＝
神
社
庁
、
会
館
＝
熱
田
神
宮
会
館

／21５

／20８

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥



宮　  ば　  し　  ら平成２２年１０月２０日 第　２２４　号

１６（　）

 
 
神
宮
大
麻
増
頒
布
施
策
検
討
特
別

委
員
会
開
催
【
庁
】

 

～ 
 
総
代
幹
部
研
修
会
開
催
【
伊

勢
市
方
面
】

 
 
I
T
委
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
祭
祀
合
同
委
員
会
開
催
【
会
館
】

 
 
神
政
連
役
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
神
政
連
役
員
会
・
青
年
隊
合
同
研

修
会
開
催
【
庁
】

 
 
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
決
起
大

会
【
会
館
】

七
月

 
 
月
次
祭
斎
行

 

～ 
 
初
任
神
職
研
修
会
開
催【
庁
】

 
 
愛
知
県
神
道
青
年
会
総
会
開
催

【
庁
】

 

～ 
 
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭

斎
行
【
鹿
児
島
県
】

／２２６／２３６

／２４６

／２５６／２８６／２８６／２８６／２８６／１７／５７

／９７

／７７／１２７

／１４７

行

 
 
第
一
回
役
員
会
【　

名
／
庁
】
平

１３

成
二
十
二
年
度
役
員
選
出
。

 
 
第
十
八
回 
総
会
【　

名
／
庁
】
平

１９

成
二
十
二
年
度
役
員
選
出
。

六
月

 
 
月
次
祭
斎
行
【
庁
】

 
 
神
宮
大
麻
増
頒
布
施
策
検
討
特
別

委
員
会
開
催
【
庁
】

 

～ 
 
神
政
連
諸
会
議
出
席
【
神
社

本
庁
】

 

～ 
 
神
宮
評
議
員
会
出
席【
神
宮
・

伊
勢
市
】

 
 
伝
達
式
【
庁
】

 
 
庁
務
会
【
庁
】

 
 
氏
子
青
年
連
合
会
総
会
開
催
【
岩

津
天
満
宮
】

 
 
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
沿
道
奉

迎
【
名
古
屋
市
内
】

 
 
教
化
常
任
委
員
会
開
催
【
庁
】

 

～ 
 
神
社
本
庁
事
務
担
当
者
会
出

向
【
神
社
本
庁
】

 
 
神
政
連
役
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
第
五
十
八
回「
郷
土
の
お
祭
の
絵
」

展
打
合
せ
会
開
催
【
庁
】

 
 
第
九
十
一
回
愛
知
県
神
社
庁
協
議

員
会
【
会
館
】

／２０７／２０７／１６／１６／７６

／８６

／９６

／１０６

／１１６／１１６／１３６／１４６／１５６／１６６

／１７６

／１７６／１８６／２２６

【　

名
／
糟
目
春
日
神
社
】

１１

 
 
会
報
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
四
十
号
発

行 
 

 
 
第
十
一
回
遷
宮
啓
発
委
員
会
【
５

名
／
名
古
屋
市
内
】

 
 
第
十
一
回
常
任
理
事
会
【
９
名
／

六
所
神
社
】

 
 
定
例
会
「
神
職
に
求
め
ら
れ
る
H

P
活
用
研
修
会
」【　

名
／
豊
橋
市
民

３９

セ
ン
タ
ー
】

 
 
尾
張
地
区
連
絡
会
【　

名
／
名
古

２１

屋
市
内
】

 
 
第
十
三
回
理
事
会
【　

名
／
真
清

２１

田
神
社
】

 
 
第
十
一
回
事
業
委
員
会
【
６
名
／

知
立
神
社
】

 
 
第
一
回
福
祉
教
化
委
員
会
【　

名
１３

／
名
古
屋
市
内
】

 
 
第
一
回
常
任
理
事
会
【
９
名
／
会

館
】

 
 
第
一
回
理
事
会
【　

名
／
会
館
】

３２

 
 
平
成
二
十
二
年
度
定
例
総
会
【　
５２

名
／
会
館
】

 
 
平
成
二
十
二
年
度
懇
親
会
【
１
１

１
名
／
会
館
】

 
 
第
一
回
青
少
年
教
化
委
員
会
【
７

名
／
名
古
屋
市
内
】

 
 
第
一
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員

会
【
３
名
／
知
立
神
社
】

 
 
第
一
回
事
業
委
員
会
【
５
名
／
知

立
神
社
】

／１６／１０６／１４６／２３６／２４６／２５６／２８６／４７／７７／７７／７７／７７／１５７／２２７／２２７

 
 
名
古
屋
地
区
役
員
会
【　

名
／
会

１１

館
】

 
 
名
古
屋
地
区
連
絡
会
【　

名
／
熱

１９

田
神
宮
文
化
殿
】

 
 
朝
日
舞
・
豊
栄
舞
勉
強
会
【　

名
１７

／
六
所
神
社
】

 
 
第
一
回
事
務
局
会
【　

名
／
名
古

１２

屋
市
内
】

 
 
定
例
会
「
あ
け
ぼ
の
学
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」【　

名
】

１５

 
 
第
二
回
事
業
委
員
会
【
８
名
／
知

立
神
社
】

 
 
第
二
回
常
任
理
事
会
【
８
名
／
愛

知
縣
護
國
神
社
】

 
 
朝
日
舞
・
豊
栄
舞
勉
強
会
【　

名
２３

／
愛
知
縣
護
國
神
社
】

 
 
三
河
地
区
連
絡
会
【　

名
／
豊
橋

３４

市
内
】

■
県
女
子
神
職
会

 
 
朝
日
舞
勉
強
会
【　

名
／
六
所
神

１３

社
】

 
 
第
六
回
役
員
会
【
７
名
／
六
所
神

社
】
研
修
旅
行
、
総
会
準
備
等
に
つ

い
て
協
議
。

 
 
研
修
旅
行
【　

名
】
三
重
県
鈴
鹿

１５

市
鎮
座
伊
奈
冨
神
社
正
式
参
拝
、
椿

大
神
社
、
江
島
若
宮
八
幡
神
社
、
鎮

國
守
國
神
社
参
拝
。

 
 
臨
時
総
会
【　

名
／
庁
】

１６

 
 
会
報
「
を
が
玉
」
第
二
十
三
号
発

／２８７／２８７／３０７／４８／７８／９８／１１８／１１８／２０８／２６５／２６５／１０６／２３６／１３７

　

神
社
庁
日
誌
抄（ 
～ 

）

庁
＝
神
社
庁
、
会
館
＝
熱
田
神
宮
会
館

／1６

／31８

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

天皇皇后両陛下行幸啓沿道奉迎（ ）／１４６



宮　  ば　  し　  ら平成２２年１０月２０日 第　２２４　号

１７（　）

 
 
伝
達
式
【
庁
】

 
 
庁
務
会
【
庁
】

 
 
神
宮
大
麻
増
頒
布
施
策
検
討
特
別

委
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
役
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
女
子
神
職
会
開
催
【
庁
】

 
 
神
社
庁
総
会
開
催
【
会
館
】

 
 
教
化
常
任
委
員
・
教
化
機
動
班
合

同
会
議
開
催
【
会
館
】

 
 
教
化
常
任
委
員
会
開
催
【
会
館
】

 

～ 
 
神
職
養
成
講
習
会
（
直
階
）

開
催
【
庁
】

 
 
神
政
連
役
員
会
開
催
【
庁
】

八
月

 
 
月
次
祭
斎
行
【
庁
】

 
 
三
河
地
区
両
支
部
長
会
出
席
【
豊

田
市
】

 
 
I
T
委
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
敬
神
婦
人
連
合
会
役
員
会
開
催

【
会
館
】

 

～ 
 
歌
舞
指
導
者
養
成
講
習
会
開

催
【
会
館
】

 

～ 
 
祭
式
研
修
会
開
催
【
会
館
】

 
 
伝
達
式
【
会
館
】

 
 
庁
務
会
【
庁
】

 
 
愛
知
県
神
社
庁
支
部
長
並
事
務
会

計
担
当
者
会
開
催
【
愛
知
縣
護
國
神

社
】

 
 
神
宮
大
麻
増
頒
布
施
策
検
討
特
別

委
員
会
開
催
【
庁
】

／１５７／１５７／１５７／１６７／２０７／２２７／２２７／２２７／26７

／218

／２７７／２８／２８／３８／６８／９８

／１１８

／１２８

／１３８

／１６８／１６８／１６８／１７８

 
 
教
化
常
任
委
員
会
開
催
【
庁
】

 
 
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
出
席

【
会
館
】

 

～ 
 
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
開
催
【
長
野
県
】

 
 
全
国
敬
神
婦
人
会
大
会
出
席
【
北

海
道
】

 
 
夏
季
教
化
研
修
会
開
催
【
会
館
】

 
 
県
神
社
関
係
者
大
会
【
岡
崎
市
民

文
化
会
館
】

 
 
「
郷
土
の
お
祭
の
絵
」
展
表
彰
式

【
熱
田
神
宮
文
化
殿
】

 
 
東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
【
刈

谷
市
】

記
載
な
し

 
 
神
社
本
庁
新
役
員　

小
串
和
夫
副

総
長　
　
　
　
　
　
　

三
〇
二
六
号

 
 
神
道
政
治
連
盟
新
役
員　

愛
知
よ

り
服
部
憲
明
総
務
会
長
三
〇
二
七
号

／１８８／２１８／２４８

／２５８

／２４８／３０８／２４１１／１８１２／１２５／７６／146

 
 
祭
り
を
写
真
で
後
世
に　

三
二
〇

点
の
応
募
作　

ま
つ
り
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式　
　
　

三
〇
二
七
号

 
 
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
岐
阜
・
愛
知

行
幸
啓
に
あ
た
り
幣
饌
料
伝
達

三
〇
二
八
号

 
 
碧
海
支
部
、
支
部
内
九
会
場
で
総

代
研
修
会
を
開
催　
「
神
宮
奉
賛
・
神

社
の
祭
り
」
等
に
つ
い
て三

〇
二
八
号

 
 
「
元
伊
勢
」の
地
を
巡
っ
て
四
年
目

　

神
宮
研
修
会
に
て
三
重
県
の
諸
社

を
巡
る　
　
　
　
　
　

三
〇
二
八
号

 
 
神
宮
史
学
会
、
熱
田
神
宮
で
熱
田

神
宮
創
祀
一
九
〇
〇
年
を
記
念
す
る

第
五
十
六
回
大
会
を
開
催三

〇
二
九
号

 
 
愛
知
六
社
が
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

の
行
幸
啓
に
際
し
伝
達
さ
れ
た
幣
饌

料
を
、
恩
賜
維
持
資
金
に
寄
附
・
御

礼
の
記
帳　
　
　
　
　

三
〇
三
〇
号

 
 
社
殿
な
ど
登
録
有
形
文
化
財
に
答

申
。
愛
知
で
は
、
豊
橋
市
・
安
久
美

神
戸
神
明
社　
　
　
　

三
〇
三
三
号

 
 
総
代
幹
部
研
修
会
で
伊
雑
宮
の
御

田
植
祭
を
拝
観
百
十
三
名
参
加

三
〇
三
四
号

 
 
神
社
新
報
社
社
長
に　

小
串
宮
司

再
任　
　
　
　
　
　
　

三
〇
三
四
号

／146／２１6／２１6／２１6／２86／57／267／28／28

 
 
子
供
ま
つ
り
写
生
入
賞
者
が
決
ま

る　

一
宮
市
・
真
清
田
神
社
（
中
）

 
 
熱
田
ま
つ
り
の
行
事
撮
り
競
う　

中
日
写
協
（
中
）

 
 
祈
り
の
灯
火
夜
風
に
揺
れ　

熱
田

祭
り
（
中
・
読
・
毎
）

 
 
か
ら
く
り
山
車
町
内
練
り
歩
く　

東
区
で
天
王
祭
開
幕
（
中
）

 
 
早
乙
女
姿
の
児
童
豊
作
願
い
田
植

え　

幡
豆
・
鳥
羽
神
明
社
（
中
）

 
 
舟
木
さ
ん
歩
い
て
発
見　

一
宮

市
・
服
織
神
社
（
真
清
田
神
社
）（
朝
）

 
 
　

年
前
の
さ
い
銭
盗
告
白　

東
区

４０
の
大
幸
八
幡
社
（
中
）

 
 
「
足
の
神
様
」大
忙
し　

日
進
の
白

山
宮
人
気
（
読
）

 
 
高
倉
祇
園
太
鼓　

初
の
奉
納　

起

源
の
地
・
津
島
神
社
で
（
中
）

 
 
名
古
屋
の
山
車　

復
興
願
い
記
録

　

自
主
映
画
製
作
者
ら
、
祭
を
取
材

　

名
古
屋
東
照
宮
・
若
宮
八
幡
社
・

那
古
野
神
社
（
朝
）

 
 
足
の
神
様
「
勝
た
せ
て
」
サ
ポ
ー

タ
ー
に
絵
馬
託
す　

日
進
・
白
山
宮

／26／66／66／66／66／86／96／116／136／146／146

神
社
庁
関
連
諸
行
事
予
定（ 

以
降
）

庁
＝
神
社
庁
、
会
館
＝
熱
田
神
宮
会
館

／15１０

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

月
刊
若
木
よ
り

　
　
　

愛
知
県
関
連
記
事
（ 

～ 

）

／1７

／1９

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

神
社
新
報
よ
り

　
　
　

愛
知
県
関
連
記
事
（ 

～ 

）

／７６

／３０８

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

切
り
抜
き
帳

　
　

―
県
内
各
紙
よ
り
―
（ 

～ 

）

中
＝
中
日
、
朝
＝
朝
日
、
毎
＝
毎
日
、
東
＝
東
日
、

読
＝
読
売
、
日
経
＝
日
本
経
済
、
産
＝
産
経
、

東
愛
＝
東
愛
知
、
東
日
＝
東
海
日
日 ／16

／318

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥

僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
僥
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（
中
・
読
）

 
 
雨
喜
ぶ
小
さ
な
傘　

一
宮
・
御
裳

神
社
で
ア
ジ
サ
イ
見
ご
ろ
（
中
）

 
 
新
茶
の
恵
み
に
感
謝　

砥
鹿
神
社

で
新
茶
ま
つ
り
と
奉
納
煎
茶
会（
中
・

東
愛
・
東
日
）

 
 
丹
精
の
花
水
面
に
涼　

岡
崎
・
伊

賀
八
幡
宮
の
蓮
池
（
中
）

 
 
住
民
の
善
意
で
手
水
舎
を
再
建　

豊
橋
の
羽
田
上
神
社
（
東
愛
）

 
 
来
月
一
六
～
一
八
日
西
尾
ま
つ
り

　
「
祇
園
祭
」練
り
歩
き
江
戸
時
代
風

に　

伊
文
神
社
（
中
）

 
 
掘
り
出
し
物
求
め
品
定
め　

豊
橋

の
羽
田
八
幡
宮
で
骨
董
市
（
東
愛
）

 
 
一
一
〇
周
年
の
節
目
「
繰
り
糸
始

め
式
」
田
原
の
神
宮
神
御
衣
御
料
所

で
（
東
愛
）

 
 
大
茅
の
輪
に
息
災
祈
る　

県
護
国

神
社
で
「
夏
越
の
大
祓
」（
中
）

 
 
氷
上
舞
う
フ
ィ
ギ
ュ
ア
選
手
招
き

緑
区
・
氷
上
姉
子
神
社
で
イ
ベ
ン
ト

（
中
）

 
 
花
が
さ
姿　

早
乙
女
あ
で
や
か
、

稲
沢
・
国
府
宮
で
「
御
田
植
祭
」（
中
・

朝
）

 
 
雅
楽
の
調
べ
再
び　

茅
の
輪
く
ぐ

り
に
合
わ
せ
初
披
露　

蒲
郡
・
八
剣

神
社
（
東
愛
）

 
 
三
谷
祭
の
雅
楽
復
活
へ　

蒲
郡
・

八
劔
神
社
の
氏
子
（
東
愛
）

／196／216／246／256／266／266／276／286／286／286／286／296

 
 
「
梵
天
車
」十
四
年
ぶ
り
登
場　

大

須
・
富
士
浅
間
神
社
の
傘
鉾
（
中
）

 
 
健
康
祈
願
に
夏
越
の
大
祓　

砥
鹿

神
社
・
牟
呂
八
幡
社
（
東
愛
）

 
 
茅
の
輪
く
ぐ
っ
て
無
病
息
災　

豊

橋
・
牟
呂
八
幡
社
（
東
日
）

 
 
白
鵬
関
「
注
目
」
土
俵
入
り　

熱

田
神
宮
に
二
五
〇
〇
人「
が
ん
ば
れ
」

の
声
（
中
・
朝
・
毎
・
読
・
日
経
）

 
 
豊
川
の
大
谷
さ
ん
ら
夫
婦
四
組　

砥
鹿
神
社
に
「
背
丈
石
」
奉
納　

全

国
一
宮
一
〇
八
社
参
拝
を
記
念（
中
・

東
愛
）

 
 
岡
崎
藩
の
伝
統　

五
穀
豊
穣
祈
る

「
御
田
扇
祭
」
素
盞
嗚
神
社
・
占
部
天

神
社
（
中
）

 
 
厳
か
に
模
擬
神
前
式　

巴
江
神
社

（
東
愛
）

 
 
穢
れ
は
ら
う
茅
の
輪
く
ぐ
り　

新

城
の
富
永
神
社
で
祇
園
祭
（
東
日
）

 
 
「
出
世
稲
荷
」と
し
て
売
り
出
す　

修
復
を
機
に
吉
田
神
社
（
東
愛
）

 
 
商
店
街
短
冊
揺
れ
る　

豊
田
・

き
ょ
う
挙
母
神
社
奉
納
（
中
）

 
 
火
花
散
ら
し
玉
鋼
を
鍛
錬　

熱
田

神
宮
「
刀
剣
の
奉
納
」
始
ま
る
（
中
）

 
 
目
指
す
は
三
重
の
「
伊
勢
神
宮
」

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
豊
橋
行
脚
隊
」が

出
発　

牟
呂
八
幡
社
で
は
「
お
札
降

ら
し
」
も
（
東
愛
・
東
日
）

 
 
一
宮
空
襲
の
悲
劇
忘
れ
な
い　

真

／17／17／17／47／47／57／57／57／77／87／117／117／147

清
田
神
社
の
神
輿
庫　

ご
神
木
が

守
っ
た
（
中
）

 
 
山
車
神
輿
繰
り
出
し
に
ぎ
や
か
に

　

東
頭
神
社
で
奉
祝
大
祭　

豊
橋

（
東
日
）

 
 
「
津
島
天
王
祭　

来
て
」ポ
ス
タ
ー

お
披
露
目
（
中
）

 
 
開
府
四
〇
〇
年
な
ご
や
古
今
往
来

　

緑
区
・
有
松
天
満
社
（
中
）

 
 
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
へ　

み
こ
さ
ん
ら

訴
え　

国
府
宮
前
（
中
）

 
 
豊
橋
祇
園
祭　

勇
壮
な
手
筒
で
開

幕　

吉
田
神
社
（
中
・
毎
・
東
日
）

 
 
鬼
祭
り
の「
安
久
美
神
戸
神
明
社
」

国
登
録
有
形
文
化
財
に　

工
法
や
設

計
が
一
級
品
（
中
・
毎
・
東
愛
・
東

日
）

 
 
電
飾
タ
イ
が
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ　

南
知

多
町
豊
浜
地
区
（
中
）

 
 
盛
夏
の
訪
れ
告
げ
る
大
輪　

一
万

二
千
発
夜
空
彩
る　

豊
橋
祇
園
祭
で

花
火　

吉
田
神
社
（
中
・
東
愛
）

 
 
闇
を
焦
が
す
綱
渡
り
の
炎　

豊
川

進
雄
神
社
で
綱
火
（
中
・
東
愛
）

 
 
本
殿
修
復
、
厳
か
に
遷
座
祭　

豊

橋
の
大
崎
八
幡
社
（
東
愛
）

 
 
馬
上
姿
り
り
し
く　

豊
橋
祇
園
祭

最
終
日　

子
ど
も
た
ち
の
頼
朝
行
列

吉
田
神
社
（
東
愛
）

 
 
花
ま
つ
り
供
豊
橋
の
拠
点
僑
に
新

し
く
社
務
所
・
参
集
殿　

御
幸
神
社

／147／157／177／177／177／177／177／187／197／197／197／197

で
完
成
祝
う
（
東
日
）

 
 
歯
痛
治
癒
伝
説
の
箸
蔵
社
建
て
替

え　

西
尾
の
白
山
神
社
（
中
）

 
 
伊
冨
利
部
神
社
で
和
太
鼓
な
ど
演

奏
（
中
）

 
 
「
豊
浜
鯛
ま
つ
り
」大
鯛
振
り
子
電

飾
点
灯　

南
知
多
町
・
中
洲
神
社

（
中
）

 
 
大
暑　

ゆ
っ
た
り
緑
の
陰　

熱
田

神
宮
（
毎
）

 
 
供
王
朝
絵
巻
僑を
ラ
イ
ブ
中
継　

あ

す
か
ら
津
島
・
天
王
祭　

ま
つ
り
の

館
Ｈ
Ｐ
で
公
開
（
中
）

 
 
た
い
漁
祈
願　

い
せ
い
よ
く
ザ
ブ

ン　

南
知
多
町「
豊
浜
鯛
ま
つ
り
」　

中
洲
神
社
（
中
・
朝
・
毎
）

 
 
七
夕
ま
つ
り　

時
代
衣
装
で
二
〇

〇
人
行
列　

市
長
・
神
社
に
反
物
奉

納　

一
宮
市
・
真
清
田
神
社
（
中
）

 
 
ま
き
わ
ら
船
水
面
そ
ろ
り　

津
島

天
王
祭　

津
島
神
社
（
中
・
朝
・
毎
）

 
 
絢
爛　

車
楽
船
が
登
場
、
尾
張
津

島
天
王
祭
の
朝
祭
（
中
）

 
 
ひ
ん
や
り
木
陰
の
教
室　

熱
田
神

宮
で
自
然
や
伝
統
学
ぶ
（
中
）

 
 
闇
夜
に
舞
う
大
万
燈　

刈
谷
二
三

〇
年
の
伝
統　

祭
り
開
幕　

刈
谷

市
・
秋
葉
社
（
中
・
毎
）

 
 
茅
の
輪
く
ぐ
っ
て
無
病
息
災　

豊

橋
の
羽
田
上
神
社
で
輪
潜
祭（
東
愛
）

 
 
真
清
田
神
社
の
歴
史
と
ら
え
た
写

／217／217／227／237／237／247／257／257／267／277／18／18／28
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真
二
二
四
点
（
中
）

 
 
山
車
の
舞
台
で
か
わ
い
い
舞　

半

田
・
亀
崎
地
区
夏
祭
り　

子
供
が
奉

納　

神
前
神
社
（
中
）

 
 
石
刀
祭
と
臼
台
祭
無
形
民
俗
文
化

財
に　

一
宮
市
・
今
伊
勢
町
石
刀
神

社
（
毎
）

 
 
都
会
の
真
ん
中
で
林
間
学
校　

熱

田
神
宮
（
朝
）　

 
 
真
清
田
神
社
写
真
展
（
中
）

 
 
入
賞
者
決
ま
る　

大
縣
神
社
献
書

展
（
中
）

 
 
巣
箱
で
す
く
す
く
ア
オ
バ
ズ
ク　

豊
川　

下
加
茂
神
社
で
確
認
（
中
）

 
 
開
府
四
〇
〇
年
な
ご
や
古
今
往
来

み
ん
な
で
守
る
都
会
の
森　

城
山
八

幡
宮
（
中
）

 
 
終
戦
の
日
を
迎
え
て　

中
区
・
愛

知
県
護
国
神
社
（
中
）

 
 
木
曽
川
河
畔
に
涼
響
く　

一
宮
で

起
六
斎
ば
や
し
（
中
） 

 
 
県
護
国
神
社
で
「
献
水
祭
」（
中
）

 
 
貴
重
な
能
面
じ
っ
く
り
鑑
賞　

安

熊
野
神
社
（
東
愛
）

 
 
供
子
ど
も
浦
島
僑沖
へ　

海
の
安
全

と
大
漁
を
祈
願　

田
原
で
豊
漁
ま
つ

り
（
中
）

 
 
男
衆
下
帯
姿
で
疾
走　

た
い
ま
つ

担
ぎ
「
オ
イ
ッ
サ
ー
」
豊
田
の
小
渡

天
王
祭
（
中
）

 
 
「
花
祭
り
」の
祭
文
集
発
刊　

原
文

／28／58／58／68／68／128／148／158／158／168／168／168／168／168

掲
載
し
意
味
紹
介
（
中
）

 
 
平
和
願
う
五
〇
〇
〇
の
燈
籠　

護

国
神
社
に
三
〇
〇
〇
人
（
中
）

 
 
エ
サ
求
め
一
宮
の
神
社
に供
移
住
僑、

招
か
ザ
ル
母
子
に
困
惑　

木
曽
川
・

白
山
神
社
（
中
）

 
 
寺
社
巡
れ
ば
活
力
注
入　

津
島
市

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」　

津
島
神
社

（
中
）

 
 
刀
研
ぎ
熟
達
の
技　

熱
田
神
宮

（
中
）

 
 
手
筒
花
火
作
っ
た
！
あ
げ
た
！
豊

橋
吉
田
神
社
、
記
者
が
挑
戦
（
朝
）

 
 
今
年
の
本
番　

大
筒
台
を
新
調　

豊
橋
羽
田
八
幡
宮
大
祭
で
手
筒
奉
納

（
東
愛
）

 
 
砥
鹿
神
社
奥
宮
で
演
武　

戸
山
流

居
合
道
東
海
道
場
が
奉
納
（
東
愛
）

 
 
開
府
四
〇
〇
年
な
ご
や
古
今
往
来

秀
吉
に
あ
や
か
り
願
い
事　

豊
国
神

社
（
中
）

 
 
一
剣
に
気
合
い
乗
せ
心
技
修
養
祈

願　

戸
山
流
居
合
道
東
海
道
場　

砥

鹿
神
社
で
奉
納
演
武
（
東
日
）

 
 
く
つ
わ
踊
り
を
再
び　

少
子
化
で

途
絶
え
た
津
島
の
芸
能　

子
ど
も
確

保
へ
説
明
会
（
中
）

 
 
恋
の
水
神
社　

い
い
恋
を
願
い
熱

く　

愛
知
県
美
浜
町
（
中
）

 
 
猛
暑
押
し
の
け
ろ　

で
ん
と
巨
大

提
灯　

一
色
町
・
諏
訪
神
社（
中
・
朝
・

／178／178／208／238／238／238／238／248／248／258／268／278

毎
）

 
 
開
府
四
〇
〇
年
な
ご
や
古
今
往
来

　

住
民
の
熱
意
街
支
え
る　

公
園
と

大
鳥
居　

豊
国
神
社
（
中
）

 
 
弥
富
に
太
鼓
や
鉦
響
け　

き
ょ
う

ド
ン
チ
キ
チ
ン
祭
り
（
中
）

 
 
大
提
灯
ま
つ
り
魅
力
説
明　

観
光

地
に
地
元
児
童
手
作
り
う
ち
わ
く
ば

り　

一
色
・
諏
訪
神
社
（
中
）

 
 
夜
空
高
く
火
柱
熱
演　

豊
川
手
筒

ま
つ
り
（
中
）

 
 
展
示
と
ラ
イ
ブ
で
農
村
舞
台
ア
ー

ト　

豊
田
市
・
磯
崎
神
社
（
朝
・
読
）

 
 
太
鼓
打
ち
「
雨
乞
傘
踊
り
」　

刈

谷
・
野
田
八
幡
宮
（
毎
）

名
古
屋
地
区

名
古
屋
第
一
支
部

 
 
役
員
・
会
計
監
査
会
【
７
名
／
片

山
八
幡
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度
会

計
監
査
、
平
成
二
十
二
年
度
会
計
予

算
案
審
議
等
。

 
 
第
五
十
一
回
支
部
総
会
【　

名
／

２１

中
区
「
蔦
茂
」
】
平
成
二
十
一
年
度

事
業
概
要
経
過
報
告
、
同
歳
入
歳

出
・
特
別
会
計
決
算
報
告
・
監
査
報

告
、
平
成
二
十
二
年
度
歳
入
歳
出
予

／288／288／298／298／308／318／67／277

算
案
審
議
、
各
種
報
告
連
絡
事
項
伝

達
、
遷
宮
奉
賛
金
納
付
状
況
報
告
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
。

名
古
屋
第
二
支
部

 
 
支
部
役
員
会
【
5
名
／
素
盞
男
神

社
】
支
部
研
修
旅
行
、
平
成
二
十
一

年
度
決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
総
会
、

そ
の
他
連
絡
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
。

名
古
屋
中
支
部

 
 
支
部
役
員
会
【
９
名
／
愛
知
縣
護

國
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度
決
算
監

査
会
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
、
平

成
二
十
二
年
度
予
算
、
総
会
等
に
つ

い
て
協
議
。

 

～ 
 
第
四
十
四
回
雅
楽
講
習
会

【
１
３
０
名
／
若
宮
八
幡
社
】
正
式

参
拝
の
後
、
神
宮
雅
楽
講
師
を
迎
え
、

雅
楽
・
舞
の
講
習
会
。

／２67／67／68

／88

  
支
部
だ
よ
り（ 
～ 

）

庁
＝
神
社
庁
、
会
館
＝
熱
田
神
宮
会
館

／215

／208

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

名古屋中支部雅楽講習会（ 〜 ）／６８ ／８８
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始
奉
告
祭
、
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰

霊
祭
の
庭
積
神
饌
、
ぼ
く
と
私
の
神

社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
季
教
化
研
修

会
、
衣
紋
研
修
会
、
イ
セ
ヒ
カ
リ
籾

種
譲
与
、
事
務
所
備
付
書
類
提
出
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
沿
道
奉
迎
、

今
後
の
予
定
等
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
役
員
会
【
９
名
／
真
清
田
神

社
】
平
成
二
十
一
年
度
支
部
一
般
会

計
・
別
途
会
計
監
査
。
平
成
二
十
二

年
度
支
部
一
般
会
計
予
算
案
・
事
業

計
画
案
、
そ
の
他
支
部
夏
季
研
修
会

等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
第
十
一
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
【
伊
冨
利
部
神
社
】
一
宮
市
の
和

太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
由
喜
太
鼓
」
、
ソ

プ
ラ
ノ
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
の
演

奏
九
曲
を
披
露
。

／87／197

 
 
総
代
会
一
宮
支
部
役
員
会
【　

名
２１

／
真
清
田
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度

決
算
・
事
業
報
告
、
平
成
二
十
二
年

度
予
算
案
・
事
業
計
画
案
、
支
部
神

宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
、
遷
宮
奉

賛
会
一
宮
支
部
募
財
状
況
等
に
つ
い

て
協
議
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
真
清
田
神

２３

社
】
平
成
二
十
一
年
度
支
部
一
般
会

計
・
別
途
会
計
決
算
、
平
成
二
十
二

年
度
支
部
一
般
会
計
予
算
案
・
事
業

計
画
案
、
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
、

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
、
神
政

連
愛
知
県
本
部
総
会
、
尾
張
地
区
神

職
懇
話
会
、
秋
季
例
祭
献
幣
使
参
向

確
認
、
神
社
の
活
動
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
留
意
事
項
、
秋
の
敬
神

功
労
章
、
「
神
宮
大
麻
頒
布
優
良
神

社
」
県
表
彰
、
県
神
社
関
係
者
大
会
、

尾
張
地
区
神
社
関
係
者
大
会
、
総
代

会
一
宮
支
部
役
員
、
今
後
の
予
定
等

に
つ
い
て
協
議
。

半
田
支
部

 
 
支
部
総
代
会
研
修【　

名
】神
宮
参

２５

拝
、
神
宮
徴
古
館
・
農
業
館
・
美
術

館
、斎
宮
歴
史
博
物
館
見
学
。神
麻
織

機
殿
神
社
、
神
服
織
機
殿
神
社
参
拝
。

 
 
定
例
会
【　

名
／
乙
川
八
幡
社
】

１２

支
部
総
代
会
研
修
会
、
イ
セ
ヒ
カ
リ

籾
種
の
譲
与
、
ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ

／267／287／96／106

オ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
季
教
化
研
修
会
、

衣
紋
研
修
会
、
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地

慰
霊
祭
、
神
職
研
修
旅
行
等
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
沿
道
奉
迎
、
神

政
連
愛
知
県
本
部
総
決
起
大
会
、
神

社
庁
総
会
、
知
多
四
支
部
神
職
総
会
、

支
部
総
会
、
尾
張
地
区
神
社
関
係
者

大
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
定
例
会
【　

名
／
業
葉
神
社
】
天

１１

皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
沿
道
奉
迎
、

神
政
連
愛
知
県
本
部
総
決
起
大
会
、

知
多
四
支
部
神
職
総
会
・
祭
式
研
修

会
、
夏
季
教
化
研
修
会
、
衣
紋
研
修

会
、
神
社
庁
総
会
、
鹿
屋
海
軍
航
空

基
地
慰
霊
祭
、
神
宮
大
麻
頒
布
活
動

に
つ
い
て
の
協
議
会
・
神
宮
大
麻
頒

布
始
奉
告
祭
（
神
宮
）、
第
六
十
二
回

神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
金
、
支
部
監
査
、

／77

名
古
屋
瑞
陵
支
部

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
津
賀
田
神

１２

社
】
決
算
報
告
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
予
算
に
つ
い
て
協
議
。

尾
張
地
区

尾
張
地
区
関
連
行
事

 
 
知
多
四
支
部
総
会

一
宮
支
部

 
 
支
部
物
故
神
職
慰
霊
祭
【　

名
／

２５

真
清
田
神
社
】
山
田
邦
彦
支
部
員
が

斎
主
、
支
部
員
四
名
に
て
奉
仕
。

 
 
支
部
定
例
会
【　

名
／
真
清
田
神

２０

社
】
神
政
連
愛
知
県
本
部
推
薦
候
補

者
決
起
大
会
、
神
社
庁
総
会
、
支
部

役
員
会
、
総
代
会
一
宮
支
部
役
員
会
、

支
部
総
会
、
支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
布

／256／197／146／146

一宮支部物故神職慰霊祭（ ）／１４６

伊冨利部神社鎮守の杜
サマーフェスティバル（ ）／１９７

総代会半田支部研修（ ）／９６
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半
田
支
部
総
会
、
愛
知
県
神
社
関
係

者
名
簿
加
筆
・
訂
正
、
神
宮
大
麻

頒
布
優
良
神
社
表
彰
等
に
つ
い
て

協
議
。

 
 
神
職
総
代
研
修
会
【　

名
】
熊
本

１５

県
山
鹿
市
大
宮
神
社
参
拝
、
山
鹿
灯

篭
民
芸
館
見
学
・
山
鹿
市
内
散
策
、

同
県
菊
池
市
菊
池
神
社
参
拝
。

 
 
臨
時
支
部
会
並
総
会
準
備
会
【　
１２

名
／
武
豊
町
・
東
大
高
公
民
館
】
知

多
四
支
部
会
、
支
部
長
並
支
部
事
務

担
当
者
会
、
愛
知
県
神
社
庁
新
庁
舎

建
設
記
念
誌
、
平
成
二
十
二
年
度
神

社
負
担
金
・
支
部
負
担
金
、
平
成
二

十
二
年
度
総
代
会
会
費
・
活
動
協
賛

金
、
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
、
支

部
総
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
総
会
並
総
代
研
修
会
【　

名
９５

／137／277／287

／
武
豊
町
・
東
大
高
公
民
館
】
神
社

庁
よ
り
川
崎
録
事
、
武
豊
町
副
町
長

の
列
席
の
も
と
、
開
催
し
た
。
六
十

七
名
に
支
部
功
労
者
表
彰
、
平
成
二

十
一
年
度
事
業
概
要
報
告
、
平
成
二

十
二
年
度
事
業
計
画
案
、
平
成
二
十

一
年
度
決
算
報
告
、
二
十
二
年
度
予

算
案
審
議
。
総
代
研
修
会
は
『
氏
子

総
代
の
心
得
』
の
冊
子
を
配
布
、
手

水
の
作
法
、
祭
具
の
種
類
・
取
扱
い
、

玉
串
拝
礼
、
神
饌
等
に
つ
い
て
研
修
。

春
日
部
支
部

 
 
支
部
役
員
会
及
例
会
【　

名
／
白

１７

山
神
社
】
支
部
規
則
改
正
、
叙
勲
受

章
者
祝
賀
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
三
役
打
合
せ
【
３
名
／
「
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
勝
川
」
】
叙
勲
祝
賀
会

／285／315

開
催
打
合
せ
。

 
 
叙
勲
受
章
祝
賀
会
【　

名
／
「
ホ

２７

テ
ル
プ
ラ
ザ
勝
川
」
】
支
部
総
代
会

並
神
職
会
に
て
、
総
代
会
支
部
長
叙

勲
受
章
者
祝
賀
会
開
催
。

 
 
支
部
役
員
会
【
６
名
／
白
山
神

社
】
支
部
総
代
会
提
出
議
案
書
の
協

議
会
及
び
会
計
監
査
。

 
 
総
代
会
春
日
部
支
部
会
計
監
査

【
５
名
／
白
山
神
社
】
総
代
会
春
日

部
支
部
会
計
監
査
。

 
 
支
部
総
会
資
料
作
成
【
５
名
／
田

縣
神
社
】
支
部
総
会
提
出
議
案
書
作

成
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
白
山
神
社
】

２４

 
 
総
代
会
春
日
部
支
部
総
会
【　

名
３２

／
白
山
神
社
】

西
春
日
井
支
部

 
 
支
部
定
例
会
【
９
名
／
日
吉
神
社

社
務
所
】
宗
教
法
人
事
務
所
備
付
書

類
、
平
成
二
十
二
年
度
支
部
研
修
旅

行
、
東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
参

加
報
告
等
に
つ
い
て
報
告
・
確
認
。

平
成
二
十
二
年
度
支
部
総
会
、
平
成

二
十
二
年
度
総
代
会
西
春
日
井
支
部

総
会
、
総
代
会
支
部
研
修
旅
行
等
に

つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
定
例
会
【
８
名
／
日
吉
神
社

社
務
所
】
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

沿
道
奉
迎
、
県
神
社
庁
総
会
、
総
代

／67／97／167／267／277／98／225／196

会
支
部
研
修
旅
行
、
神
政
連
愛
知
県

本
部
推
薦
候
補
者
の
決
起
大
会
、
鹿

屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
、
夏
季
教

化
研
修
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
総
代
会
西
春
日
井
支
部
役
員
総
会

【　

名
／
日
吉
神
社
社
務
所
】
平
成

１２
二
十
一
年
度
総
代
会
西
春
日
井
支
部

活
動
報
告
・
同
歳
入
歳
出
決
算
報
告
、

平
成
二
十
二
年
度
総
代
会
西
春
日
井

支
部
支
部
活
動
予
定
、
同
歳
入
歳
出

予
算
、
総
代
会
西
春
日
井
支
部
研
修

旅
行
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
名
古
屋
市

１６

「
え
ん
」
】
平
成
二
十
一
年
度
支
部

活
動
報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成

二
十
二
年
度
支
部
活
動
予
定
、
平
成

二
十
二
年
度
歳
入
歳
出
予
算
等
に
つ

い
て
協
議
。

尾
北
支
部

 
 
大
口
町
神
社
総
代
会
【　

名
】
長

４０

浜
八
幡
宮
参
拝
の
後
、
総
会
。

 
 
扶
桑
町
神
社
総
代
会
総
会
【　

名
２０

／
楉
埜
神
社
】

 
 
総
代
会
尾
北
支
部
総
会
【
１
５
６

名
／
大
縣
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
二
十

二
年
度
事
業
計
画
・
予
算
審
議
。
後
、

神
饌
・
総
代
作
法
等
に
つ
い
て
研

修
。

 
 
支
部
会
【　

名
／
大
縣
神
社
】
尾

１８

／78／88／225／265／96／96

半田支部総代研修会（ ）／２８７

総代会春日部支部長長縄代蔵氏
叙勲祝賀会（ ）／６７
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北
支
部
総
会
、
支
部
慰
霊
祭
等
に
つ

い
て
協
議
、
行
事
予
定
等
に
つ
い
て

連
絡
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
犬
山
市
「
臨

２２

江
館
」
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
審
議
、
今
後
の
予
定
等

に
つ
い
て
協
議
。
終
了
後
、
直
会
。

中
島
支
部

 
 
支
部
会
【　

名
／
尾
張
大
國
霊
神

２２

社
】
新
支
部
員
紹
介
、
平
成
二
十
年

度
決
算
案
及
二
十
二
年
度
予
算
案
、

神
職
及
び
総
代
研
修
旅
行
等
協
議
。

 
 
支
部
会
計
監
査
会
【
７
名
／
尾
張

大
國
霊
神
社
】
平
成
二
十
年
度
会
計

監
査
。

 
 
総
代
会
中
島
支
部
役
員
会
【　

名
４０

／
尾
張
大
國
霊
神
社
】
平
成
二
十
年

／97／236／98／98

度
会
計
決
算
報
告
、
平
成
二
十
二
年

度
予
算
審
議
、
平
成
二
十
年
度
事
業

報
告
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
、

神
職
及
び
総
代
研
修
旅
行
等
協
議
。

 
 
支
部
会
【　

名
／
尾
張
大
國
霊
神

２３

社
】
尾
張
地
区
神
職
懇
親
会
、
神
職

及
び
総
代
研
修
旅
行
、
新
嘗
祭
白
酒
、

秋
季
例
祭
献
幣
使
参
向
願
、
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
、
県
神
社
関
係

者
大
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

海
部
支
部

 
 
総
代
会
海
部
支
部
役
員
会
【　

名
１９

／
津
島
神
社
】
平
成
二
十
一
年
決
算
、

平
成
二
十
二
年
度
予
算
、
役
員
改
選
、

伊
勢
参
宮
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
会
【　

名
／
津
島
神
社
】
天

１７

皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
奉
迎
、
神
政

連
愛
知
県
本
部
推
薦
候
補
者
決
起
大

会
、
神
社
庁
総
会
、
夏
季
教
化
研
修

会
、
衣
紋
研
修
会
、
伊
勢
参
宮
等
に

つ
い
て
協
議
。

知
北
支
部

 
 
監
事
会
【
６
名
／
知
多
市
・
神
明

社
】
平
成
二
十
一
年
度
監
査
。

 
 
神
職
会
議
【　

名
／
知
多
市
・
神

１２

明
社
】
支
部
役
員
会
・
総
会
、
知
多

四
支
部
連
合
神
職
会
、
今
後
の
行

事
・
研
修
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
役
員
・
神
職
合
同
会
議
【　

名
／

２５

／98／106／106／87／87／287

東
海
市
・
熊
野
神
社
】
神
宮
大
麻
暦

頒
布
終
了
奉
告
祭
、
平
成
二
十
一
年

度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
、
平

成
二
十
二
年
度
歳
入
歳
出
予
算
、
定

期
総
会
開
催
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
知
北
支
部

常
任
委
員
会
【　

名
／
東
海
市
・
熊

２５

野
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報

告
・
決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
神
職
会
議
【　

名
／
東
海
市
・
熊

１３

野
神
社
】
連
絡
・
通
知
事
項
等
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
大
府
市
・
熱

６０

田
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報

告
・
決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
知
北
支
部

推
進
委
員
会
【　

名
／
大
府
市
・
熱

６０

／287／287／188／188

田
神
社
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報

告
・
決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
神
職
会
議
【　

名
／
大
府
市
・
熱

１４

田
神
社
】
負
担
金
等
の
集
金
、
今
後

の
予
定
等
に
つ
い
て
協
議
。

南
知
多
支
部

 
 
支
部
氏
子
総
代
代
表
者
会
【　

名
２８

／
「
か
ね
だ
い
」
】
平
成
二
十
一
年

度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
平
成
二

十
二
年
度
氏
子
総
代
会
総
会
、
伊
勢

神
宮
遷
宮
奉
賛
金
等
に
つ
い
て
協

議
。

三
河
地
区

 
 
岡
崎
医
療
刑
務
所
慰
霊
祭

／188／196／166

総代会中島支部役員会（ ）／９８

知北支部総会（ ）／１８８

岡崎支部物故者慰霊祭（ ）／２２６
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生
を
講
師
に
迎
え
、
神
職
の
基
本
的

素
養
で
あ
る
書
道
を
、
デ
ザ
イ
ン
書

道
と
い
う
柔
軟
な
発
想
か
ら
新
た
な

使
い
方
を
学
ぶ
研
修
会
。
終
了
後
、

講
師
を
交
え
懇
親
会
。

額
田
支
部

 
 
支
部
祭
式
研
修
会
【　

名
／
岩
津

１７

天
満
宮
】
神
社
庁
祭
式
講
師
河
村
健

司
氏
を
迎
え
て
の
開
催
。
午
前
中
は

基
本
動
作
、
午
後
は
遷
座
祭
と
衣
紋

に
つ
い
て
研
修
。

 
 
支
部
役
員
会
【　

名
／
岩
津
天
満

１３

宮
】
支
部
総
会
、
参
院
選
神
政
連
愛

知
県
本
部
推
薦
候
補
者
決
起
大
会
等

協
議
。

 
 
支
部
定
例
会
【　

名
／
岩
津
天
満

３７

宮
】
諸
般
の
報
告
、
夏
期
各
種
講
習

／76／106／106

 
 
豊
橋
刑
務
所
大
祓
式

岡
崎
支
部

 
 
支
部
例
会
・
六
月
月
次
祭
・
物
故

者
慰
霊
祭
【　

名
／
戸
崎
神
明
宮
】

２３

鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
、
支
部

神
職
楽
人
合
同
研
修
会
、
支
部
神
宮

大
麻
頒
布
始
祭
、
総
代
研
修
会
等
に

つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
龍
城
神
社
】

２０

支
部
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
並

び
に
表
彰
式
、
総
代
研
修
会
、
式
年

遷
宮
奉
賛
目
標
達
成
奉
告
参
拝
等
に

つ
い
て
協
議
。

碧
海
支
部

　

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
地
区
総
代
研

修
会
【
各
地
区
毎
約　

名
】
支
部
内

５０

二
百
三
十
四
社
を
九
地
区
九
会
場
に

／216／226／307

会
・
研
修
会
等
伝
達
。
参
院
選
神
政

連
愛
知
県
本
部
推
薦
候
補
者
決
起
大

会
協
議
。

 

～ 
 
額
田
町
分
区
連
合
会
研
修
旅

行
【　

名
】
大
神
神
社
を
正
式
参
拝
。

８８

／166

／176

分
け
、
氏
子
総
代
・
神
社
役
員
に
対

し
神
職
主
導
の
も
と
神
社
運
営
等

に
関
す
る
支
部
恒
例
の
研
修
会
を

開
催
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
安
城
神
社
】

４５

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
大
会
及

び
支
部
親
睦
旅
行
会
計
報
告
、
地
区

総
代
研
修
会
の
反
省
、
支
部
参
宮
団

班
編
成
と
実
施
日
協
議
、
そ
の
他
神

社
庁
主
催
行
事
を
始
め
と
す
る
連
絡

事
項
報
告
。

 
 
臨
時
代
議
員
会
【　

名
／
安
城
神

５３

社
】
平
成
二
十
一
年
度
支
部
事
業
報

告
、
通
常
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
報
告
、
一
般
庁
務
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

会
愛
知
県
本
部
碧
海
支
部
第
五
回
常

任
委
員
会
【　

名
／
安
城
神
社
】
平

５３

成
二
十
一
年
度
末
中
間
決
算
報
告
、

常
任
委
員
・
委
員
の
追
加
委
嘱
報
告
。

今
後
の
募
財
活
動
協
議
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
安
城
神
社
】

４１

鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
会
計
報

告
、
敬
神
功
労
章
・
神
社
庁
神
宮
大

麻
頒
布
優
良
神
社
表
彰
、
支
部
神
宮

大
麻
暦
頒
布
始
祭
並
び
に
研
修
会
、

支
部
当
番
に
よ
る
西
三
大
会
夫
々
協

議
。
そ
の
他
連
絡
事
項
報
告
。

 
 
研
修
会
【　

名
／
安
城
神
社
】
デ

４１

ザ
イ
ン
・
商
業
書
道
作
家
鈴
木
愛
先

／296／296／296／277／277

碧海支部地区総代研修会

碧海支部研修会（ ）／２７７

額田支部祭式研修会（ ）／76
額田町分区連合会研修旅行（ 〜 ）／１６6 ／１７6
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春
日
大
社
を
参
拝
、
平
城
遷
都
一
三

〇
〇
年
祭
会
場
を
視
察
研
修
。
南

紀
・
白
浜
温
泉
に
て
宿
泊
。

 
 
支
部
役
員
会
【　

名
／
岡
崎
市

１４

「
八
丁
魚
光
」
】
支
部
年
次
総
会
を

控
え
、
総
会
議
事
、
事
業
報
告
・
決

算
、
事
業
計
画
・
予
算
審
議
。
併
せ

会
計
監
査
を
実
施
。

 
 
支
部
年
次
総
会
【　

名
／
岩
津
天

３８

満
宮
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
協
議
、
承
認
。
諸

案
件
協
議
。

西
尾
幡
豆
支
部

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
伊
文
神
社
】

１８

神
社
関
係
各
種
報
告
事
項
の
伝
達
。

各
種
研
修
会
、
神
社
庁
総
会
、
支
部

浦
安
の
舞
講
習
会
、
鹿
屋
海
軍
航
空

基
地
慰
霊
祭
、
参
議
院
議
員
決
起
大

会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
伊
文
神
社
】

１７

神
社
関
係
各
種
報
告
事
項
の
伝
達
。

鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
、
支
部

浦
安
の
舞
講
習
会
、
支
部
祭
式
研
修

会
、
支
部
代
議
員
（
献
幣
使
）
祭
式

講
習
会
、
参
議
院
議
員
選
挙
等
に
つ

い
て
協
議
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
伊
文
神
社
】

１７

神
社
関
係
各
種
報
告
事
項
の
伝
達
。

支
部
浦
安
の
舞
講
習
会
、
支
部
祭
式

／167／217／46／57／68

研
修
会
、
支
部
代
議
員
（
献
幣
使
）

祭
式
講
習
会
、
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の

集
い
、
神
政
連
愛
知
県
本
部
設
立

四
十
周
年
記
念
総
会
等
に
つ
い
て

協
議
。

豊
田
支
部

 
 
支
部
三
役
会
【
５
名
／
挙
母
神

社
】
平
成
二
十
一
年
度
会
計
決
算
、

同
二
十
二
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
。

 
 
支
部
監
査
会
【
８
名
／
挙
母
神

社
】
平
成
二
十
一
年
度
決
算
監
査
。

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
挙
母
神
社
】

３２

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
・
会
計

決
算
報
告
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
・
予
算
審
議
等
。

東
加
茂
支
部

 
 
足
助
八
幡
宮
工
事
始
奉
告
祭
【　
２０

名
／
足
助
八
幡
宮
】
国
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
る
御
本
殿
の
防
災
施
設
工

事
の
奉
告
祭
斎
行
。

 
 
支
部
下
山
分
会
総
会
・
研
修
会

【　

名
／
下
山
「
憩
い
の
家
」
】
定

３２
例
総
会
及
び
参
拝
・
玉
串
拝
礼
・
神

饌
伝
供
作
法
等
に
つ
い
て
の
研
修
会

開
催
。

 
 
支
部
足
助
分
会
総
会
・
研
修
会

【　

名
／
足
助
町
「
一
の
谷
」
】
定

６３
例
総
会
及
び
総
代
奉
仕
の
心
得
に
つ

／77／207／307／215／235／66

 
社 
頭 
に 
て 

　

不
届
き
者
の
正
体

　

古
知
野
神
社　

禰
宜　

山 
邉 
敬 
枝

　

当
社
例
祭
は
、
四
月
中
旬
に
斎
行
さ
れ
る
。
例
祭
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
神
職
の

み
な
ら
ず
氏
子
総
代
総
出
で
祭
り
の
準
備
に
大
わ
ら
わ
に
な
る
。

　

例
祭
の
一
週
間
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
総
代
さ
ん
が
、
境
内
の
鳥
居
や

神
木
に
付
け
た
は
ず
の
紙
垂
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
無
く
な
っ
て
い
る
、
と
申
し
出
て
き

た
。
春
先
は
と
か
く
風
の
強
い
日
が
多
い
。
付
け
方
が
弱
く
風
で
飛
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
二
、
三
日
の
間
に
同
じ
場
所
か
ら

繰
り
返
し
無
く
な
る
の
だ
と
い
う
。

　

な
ん
と
い
う
不
届
き
な
所
業
か
。
さ
て
は
近
所
の
子
供
た
ち
が
、
遊
び
つ
い
で
に

持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
境
内
に
は
、
子
供
の
目
に
は
魅
力
的

な
も
の
で
溢
れ
て
い
る
。
町
の
辻
々
に
は
祭
り
を
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

神
社
の
入
り
口
に
は
幟
が
立
ち
、
否
が
応
に
も
祭
り
気
分
で
浮
き
足
立
つ
。
そ
ん
な

中
で
の
子
供
の
悪
戯
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
ほ
ど
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、
突
如
と
し
て
、
紙
垂
を
持
っ
て
い
っ

た
『
不
届
き
者
』
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

月
次
祭
が
終
わ
り
、
定
例
の
氏
子
総
代
会
が
休
憩
に
入
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
何
と

は
な
く
会
議
室
横
の
坪
庭
に
目
を
や
る
と
、
ひ
ょ
ろ
り
と
伸
び
た
木
の
枝
に
鳥
の
巣

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
さ
す
が
に
も
う
こ
の
時
期
、
卵
や
ヒ
ナ
な
ど
居

る
は
ず
は
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
物
珍
し
さ
か
ら
近
づ
い
て
見
て
み
る
と
、
主
の
居

な
く
な
っ
た
荒
れ
た
巣
に
、
砂
埃
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
紙
垂
が
数
枚
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
。

　
「
な
る
ほ
ど
」
と
合
点
が
い
っ
た
。
と
同
時
に
、
胸
を
き
ゅ
っ
と
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
愛
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
こ
の
巣
で
卵
を
生
み
ヒ
ナ
を
育
て
た
母
鳥
は
、

ど
ん
な
思
い
で
こ
の
紙
垂
を
く
わ
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
人
が
安
産
祈
願

や
初
宮
詣
で
を
す
る
よ
う
に
、
こ
の
母
鳥
も
小
さ
な
命
の
無
事
な
る
成
長
を
祈
り
、

ご
神
徳
の
印
と
し
て
、
少
し
ず
つ
拝
借
し
て
は
せ
っ
せ
と
運
ん
で
き
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
な
ん
と
い
う
い
じ
ら
し
い
事
か
。

　

往
々
に
し
て
人
は
、
理
由
の
分
か
ら
ぬ
現
象
や
自
分
の
理
解
を
超
え
る
他
者
の
行

動
に
つ
い
て
、
根
拠
も
無
く
否
定
的
な
想
像
を
巡
ら
す
。
乏
し
い
想
像
力
の
範
囲
内

で
、
無
言
で
他
者
を
貶
め
て
い
る
。
　

こ
の
度
の
一
件
に
か
か
わ
る
自
身
の
思
考
は
ま

さ
に
そ
の
最
た
る
も
の
で
、
多
く
の
人
を
広
く
受

け
入
れ
る
べ
き
神
社
と
い
う
空
間
に
神
職
と
し
て

身
を
置
き
な
が
ら
、
心
は
ひ
ど
く
排
他
的
で
猜
疑

的
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
不
届
き
な
こ
と
か
…
。

　

再
び
、「
な
る
ほ
ど
」
と
合
点
が
い
っ
た
。
ほ
ん

と
う
の
『
不
届
き
者
』
の
正
体
は
、
己
で
あ
っ
た

か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  （
編
集
委
員
）
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ザ
」
】
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
、

決
算
及
び
平
成
二
十
二
年
度
予
算
、

平
成
二
十
一
年
度
の
神
宮
大
麻
頒
布

実
績
報
告
、
平
成
二
十
三
年
初
詣
旅

行
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 

 
 
支
部
神
職
会
【　

名
／
豊
川
進
雄

１３

神
社
】
東
三
河
神
社
関
係
者
大
会
、

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
等
に
つ
い

て
協
議
。

新
城
支
部

 

～ 
 
支
部
神
職
会
研
修
旅
行
【
５

名
】
広
島
東
照
宮
、
厳
島
神
社
参
拝
、

呉
海
軍
基
地
見
学
等
。

 
 
支
部
役
員
会
【　

名
／
富
永
神

１０

社
】
支
部
総
会
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
監
査
会
【
４
名
／
富
永
神
社
】
平

成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
。

 
 
総
代
会
新
城
支
部
総
会
【　

名
／

４０

富
永
神
社
】
平
成
二
十
一
度
決
算
報

告
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
等
協

議
。

 
 
神
職
会
総
会
【　

名
／
「
ほ
ほ
え

１２

み
」
】
会
計
報
告
並
び
に
事
業
報
告
。

宝
飯
支
部

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
砥
鹿
神
社
】

３１

総
代
会
役
員
改
選
、
平
成
二
十
二
年

度
予
算
及
び
事
業
計
画
に
つ
い
て
審

議
。

 
 
支
部
決
算
会
【　

名
／
砥
鹿
神

２６

／98／106

／116

／156／67／297／297／166／287

い
て
の
研
修
会
開
催
。

 
 
支
部
稲
武
分
会
総
会
【　

名
／
稲

１８

武
・
八
幡
神
社
】

 
 
神
職
会
【　

名
／
足
助
八
幡
宮
】

１３

支
部
諸
般
報
告
、
神
社
庁
通
達
事
項

に
つ
い
て
の
協
議
。

 
 
支
部
旭
分
会
総
会
・
研
修
会
【　
６８

名
／
上
切
町
・
白
山
神
社
】
定
例
総

会
及
び
総
代
奉
仕
の
心
得
に
つ
い
て

の
研
修
会
開
催
。

 
 
支
部
合
同
会
計
監
査
会
【
７
名
／

足
助
八
幡
宮
】
支
部
並
び
に
総
代
会

東
加
茂
支
部
の
会
計
監
査
。

豊
橋
支
部

 
 
支
部
月
例
会
【　

名
／
羽
田
八
幡

２７

宮
】
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
等

に
つ
い
て
協
議
。

／166／216／78／198／96

社
】
平
成
二
十
一
年
度
決
算
報
告
及

び
事
業
報
告
審
議
。
各
種
伝
達
事
項

報
告
。

田
原
支
部

 
 
支
部
総
会
【　

名
／
崋
山
会
館
】

１２

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
審
議
、

今
後
の
予
定
等
協
議
。

 
 
総
代
会
田
原
支
部
総
会
【　

名
／

９５

「
渥
美
青
年
の
家
」
】
県
会
議
員
、

市
議
会
議
長
、
市
議
会
議
員
等
を
来

賓
と
し
て
開
催
。
役
員
選
任
、
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
事
業
予
定
・
予

算
等
に
つ
い
て
協
議
。

蒲
郡
支
部

 

～ 
 
支
部
総
代
会
研
修
旅
行
【
長

野
県
・
群
馬
県
方
面
】
諏
訪
大
社
正

式
参
拝
、
穂
高
神
社
、
貫
前
神
社
参

拝
。

 
 
支
部
代
議
員
会
【
八
百
富
神
社
】

平
成
二
十
二
年
度
予
算
審
議
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
三
谷
町
・
八

１０

剱
神
社
】

 
 
監
査
会
【
６
名
／
蒲
郡
市
「
美

波
」
】
平
成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
。

 
 
支
部
例
会
【　

名
／
蒲
郡
市
「
美

１２

波
」
】
東
三
河
神
社
関
係
者
大
会
。

神
社
庁
よ
り
の
通
達
事
項
等
に
つ
い

て
協
議
。

／287／78／265

／275

／166／217／287／108

 
 
支
部
新
旧
役
員
慰
労
会
【　

名
／

２０

「
武
蔵
園
」
】
支
部
神
職
会
及
び
総

代
会
の
新
旧
役
員
が
参
加
。

 
 
支
部
監
査
会
【
８
名
／
羽
田
八
幡

宮
】
平
成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
。

 
 
支
部
役
員
会
【　

名
／
羽
田
八
幡

１８

宮
】

 
 
支
部
物
故
神
職
慰
霊
祭
並
総
会

【　

名
／
羽
田
八
幡
宮
】
平
成
二
十
一

６０
年
度
決
算
・
行
事
報
告
並
び
に
二
十

二
年
度
予
算
案
・
行
事
予
定
等
協
議
。

 
 
支
部
月
例
会
【　

名
／
羽
田
八
幡

２７

宮
】

豊
川
支
部

 
 
支
部
神
職
会
【　

名
／
豊
川
進
雄

１５

神
社
】
支
部
総
代
研
修
会
、
代
議
員

会
及
び
理
事
会
（
決
算
予
算
審
議
）
、

夏
の
神
社
研
修
旅
行
、
総
代
会
豊
川

支
部
の
役
員
選
出
等
に
つ
い
て
協
議
。

 
 
支
部
総
代
研
修
会
【　

名
／
諏
訪

８０

神
社
】
支
部
神
職
を
講
師
に
神
明
奉

仕
の
心
得
、
祭
典
準
備
の
た
め
の
基

本
、
祭
典
奉
仕
の
作
法
に
つ
い
て
研

修
。 

 

～ 
 
支
部
夏
の
神
社
研
修
旅
行

【　

名
】
笠
間
稲
荷
神
社
及
び
陸
奥

４５
国
一
宮
石
都
々
古
和
気
神
社
を
参
拝

し
、
母
畑
温
泉
（
福
島
県
）
等
に
宿
泊
。

 
 
支
部
代
議
員
会
及
総
代
会
支
部
理

事
会
【　

名
／
「
豊
川
市
民
プ
ラ

３０

／216／87／87／287／48／295／126／236

／256

／57

豊橋支部物故神職慰霊祭（ ）／２８７
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神
社
庁
よ
り
の
通
知
（
抄
）　
（
六
・
一
～
八
・
三
十
一
）

　
○
神
政
連
愛
知
県
本
部
推
薦
候
補
者
の
決
起
大
会
に
つ
い
て

　

愛
神
二
一
五
号
・
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
付

　

神
政
連
愛
知
県
本
部
長
発
・
神
政
連
代
議
員
宛

○
教
化
研
修
会
・
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
募
集
依
頼
の
件

　

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
平
成
二
十
二
年
度　

衣
紋
研
修
会
開
催
の
件

　

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
お
願
い

　

愛
神
二
一
五
の
三
・
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
付

　

神
政
連
愛
知
県
本
部
長
発
・
神
政
連
代
議
員
宛

○
『
愛
知
県
神
社
庁
新
庁
舎
建
設
記
念
誌
』
送
付
の
件

　

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
「
愛
知
県
神
社
関
係
者
名
簿
」
の
加
筆
・
訂
正
に
つ
い
て
（
依

頼
）

　

愛
神
一
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
神
社
庁
支
部
長
宛

○
「
神
宮
大
麻
頒
布
優
良
神
社
表
彰
規
定
」
に
よ
る
表
彰
候
補
神

社
推
薦
の
件

　

愛
神
四
八
四
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
四
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
愛
知
県
神
社
庁
支
部
長
宛

○
支
部
長
並
び
に
事
務
・
会
計
担
当
者
会
開
催
の
件

　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
平
成
二
十
二
年
度
神
社
並
支
部
員
負
担
金
納
入
依
頼
の
件

　

愛
神
四
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
敬
神
功
労
章
の
内
申
に
つ
い
て

　

愛
神
第
五
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
支
部
長
宛

○
平
成
二
十
二
年
度
愛
知
県
神
社
総
代
会
会
費
納
入
依
頼
の
件

　

愛
神
九
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
十
六
日
付

　

愛
知
県
神
社
総
代
会
会
長
発
・
神
社
庁
各
支
部
長
宛

○
平
成
二
十
二
年
度
愛
知
県
神
社
総
代
会
活
動
協
賛
金
依
頼
の

件

　

愛
神
十
一
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
十
六
日
付

　

愛
知
県
神
社
総
代
会
会
長
発
・
神
社
庁
各
支
部
長
宛

○
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
集
い
（
東
海
支
部
）
参
加
方
依
頼
の
件

　

愛
神
十
三
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
神
社
庁
支
部
長
並
総
代
会
支
部
長
宛

○
「
愛
知
県
神
社
庁
新
庁
舎
建
設
記
念
誌
」
誤
植
の
お
詫
び
並
び

に
訂
正
方
依
頼
の
件

　

愛
神
十
二
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
発
・
支
部
長
宛

○
神
社
の
活
動
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
留
意
事
項
に
つ
い

て
（
通
知
）

　

愛
神
十
七
号
・
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
神
社
庁
支
部
長
宛

○
平
成
二
十
二
年
度
神
職
負
担
金
納
入
依
頼
の
件

　

愛
神
二
十
一
号
・
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
神
社
庁
各
支
部
長
宛

○
教
育
勅
語
渙
発
百
二
十
周
年
記
念
祭
祝
詞
例
文
に
つ
い
て（
伝

達
）

　

愛
神
二
十
四
号
・
平
成
二
十
二
年
八
月
十
日
付

　

愛
知
県
神
社
庁
長
発
・
神
社
庁
各
支
部
長
宛

○
神
政
連
愛
知
県
本
部
結
成
四
十
周
年
記
念
総
会
開
催
の
件

　

愛
神
三
十
八
号
・
平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日
付

　

神
政
連
愛
知
県
本
部
会
長
発
・
神
社
庁
支
部
長
宛

女
子
神
職
会
会
長
に
就
任
し
て

愛
知
県
女
子
神
職
会
会
長　
　

大
竹
い
つ
き

　

こ
の
度
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
第

九
代
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
未

熟
な
が
ら
も
役
員
一
同
心
を
一
つ
に

し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
結
成
十
七
年
の
今
年
会
員
数

は
一
二
八
名
と
な
り
近
年
の
増
加
傾

向
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も

は
や
女
性
神
職
は
、
男
性
の
補
助
的

役
割
で
は
な
く
男
性
と
同
様
宮
司
と

な
り
お
社
を
お
守
り
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
よ
り
一
層
の
ご

理
解
を
神
職
、
総
代
さ
ん
方
に
お
願

い
す
る
と
共
に
、
女
性
神
職
の
側
も

甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
ご
奉
仕
に
専
念

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
男
性
を

押
し
の
け
て
い
く
の
で
は
な
く
女
性

ら
し
さ
も
損
な
わ
ず
、
特
性
を
い
か

し
た
ご
奉
仕
、
教
化
活
動
の
あ
り
方
、

社
会
貢
献
な
ど
を
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
も
女
子
神
職
会
の
今
後
の
課
題

で
す
。
と
に
か
く
は
出
来
る
だ
け
多

く
の
会
員
が
行
事
に
参
加
し
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
ご
主
人
様
方
、
上
司
宮

司
様
方
、
何
卒
奥
様
、
職
員
様
方
が

当
会
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
お
勧

め
く
だ
さ
い
。

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
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「
任　

命
」

 
 
天

神

社  
宮　

司 

小
出　

治
男

 
 
豊

國

神

社  
権
禰
宜 

松
原　

一
将

（
六
・
一
付
）

 
 
須
佐
之
男
社  
禰　

宜 

加
藤　

芳
隆

 
 
三

輪

神

社  
宮　

司 

平
尾　

晴
美

 
 
田

縣

神

社  
権
禰
宜 

西
塚　

仁
詞

（
七
・
一
付
）

 
 
白

山

神

社  
権
禰
宜 

伊
藤　

公
介

（
七
・
十
五
付
）

 
 
津

島

神

社  
宮　

司 

二
村
由
美
子

 
 
大

草

神

社  
権
禰
宜 

須
賀　

博
之

 
 
猿
田
彦
三
河
神
社  
権
禰
宜 

柴
田　

正
之

（
八
・
十
五
付
）

「
退　

職
」

 
 
須
佐
之
男
社  
権
禰
宜 

山
本　
　

斈

（
六
・
十
五
付
）

 
 
不
乗
森
神
社  
禰　

宜 

稲
葉　

茂
夫

（
六
・
二
十
付
）

 
 
針

綱

神

社  
権
禰
宜 

森　
　
　

茂

（
七
・
三
付
）

 
 
勝

渕

神

社  
禰　

宜 

金
山　
　

貫

（
七
・
二
十
付
）

 
 
八

幡

社  
宮　

司 

稲
岡　

佳
郎

（
七
・
三
十
一
付
）

「
本
務
替
」

 
 
神

明

社  
宮　

司 

平
尾　
　

建

（
七
・
一
付
）  

 
石

座

神

社  
宮　

司 

原　
　

幹
人

（
八
・
十
五
付
）

「
神
職
帰
幽
」

 
 
若
宮
八
幡
社  
禰　

宜 
宮
下　

隆
生
氏

（
七
・
十
一
）

「
名
誉
宮
司
」

 
 
砥

鹿

神

社  
名
誉
宮
司 
二
橋　

一
彦

（
六
・
一
付
）

 
 
津

島

神

社  
名
誉
宮
司 
和
出　

泰
夫

（
七
・
五
付
）

「
神
職
身
分
」

二
級
上

 
 
若
宮
八
幡
社  
禰　

宜 

宮
下　

隆
生

（
七
・
十
付
）

任　

命　

等
（
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
～
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
）

　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

宮
柱
二
二
三
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
共
に
次
の

通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
２
段
目

１９（
誤
）
瀧
神
社　

権
禰
宜　

橋
本
弘
久

（
正
）
瀧
神
社　

禰　

宜　

橋
本
弘
久

　
　
　

編　

集　

後　

記

　

亜
熱
帯
と
見
紛
う
ま
で
の
暑
さ
も
漸
く
忘
れ
つ
つ
あ
る
頃
、
宮

柱
二
百
二
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
の
記
事
で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
去
る
七
月
鹿
児
島
県
鹿

屋
市
で
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
編
集
部
も

慰
霊
祭
の
記
録
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
特
攻
作
戦
に
つ
い
て
は

縷
々
記
録
を
当
た
り
、
数
多
く
の
特
攻
作
戦
に
お
い
て
、
敵
戦
闘

機
部
隊
と
戦
い
特
攻
機
の
進
路
を
開
く
た
め
に
、
そ
れ
に
倍
す
る

我
が
戦
闘
機
部
隊
が
護
衛
に
飛
び
立
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
。

　

確
か
に
二
百
五
十
㌔
の
爆
弾
を
抱
え
た
特
攻
機
の
み
で
敵
機
と

戦
い
な
が
ら
敵
艦
に
特
攻
す
る
と
い
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
は
想
像
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
今
に
至
る
ま
で
気
が
付
か

ぬ
こ
と
で
し
た
。
特
攻
隊
員
が
自
分
た
ち
の
命
を
掛
け
得
た
の
は
、

国
が
、
彼
ら
が
命
を
掛
け
る
に
値
す
る
よ
う
出
来
う
る
限
り
様
々

な
力
を
尽
く
し
て
彼
ら
を
送
り
出
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

見
え
な
い
も
の
の
中
に
数
多
く
の
真
実
が
あ
り
、
そ
れ
は
か
つ

後
世
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
の
エ
ー
ト
ス
（
魂
）

に
な
っ
て
行
く
と
し
た
ら
、私
た
ち
は
見
え
ぬ
も
の
を
見
よ
う
と
す

る
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
こ
）

　

愛
知
県
神
社
庁
庁
報「
宮
柱
」第
二
二
四
号

　
　
　
　
　
　
　
  
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日
発
行

　
　
　

編　

集　
  
教
化
常
任
委
員
会
弘
報
部

　
　
　

発
行
所　
  
愛
知
県
神
社
庁

　
　
　
　
　
　
　
  
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
一
丁
目
一－

一

　
　
　
　
　
　
　
  
電
話　
（
〇
五
二
）
六
八
二－

八
〇
四
一

　
　
　
　
　
　
　
  http://aichi-jinjacho.or.jp

                           /  

　
　
　

印　

刷　
  
西
濃
印
刷
株
式
会
社

　

表
紙
写
真
説
明

　

ぼ
く
と
私
の
神
社
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
て
、
第
六
十

一
回
御
神
木
伐
採
跡
を
見
つ
め
る
子
供
た
ち
。

臆

俺

牡

卸
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桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

111111111111111111111111111111111111111111111

111111111111111111111111111111111111111111111

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1



宮　  ば　  し　  ら平成２２年１０月２０日 第　２２４　号

２８（　）

　

愛
知
県
神
社
庁
は
、
毎
年
国
内
外
の

戦
地
を
訪
ね
て
慰
霊
祭
を
斎
行
し
、
戦

没
者
を
慰
霊
し
同
時
に
世
界
の
平
和
を

祈
る
旅
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
も

「
鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
の
旅
」と

し
て
小
串
庁
長
を
始
め
県
内
よ
り
二
百

七
十
八
名
の
参
加
を
得
て
取
り
行
わ
れ

た
。

　

七
月
十
二
日
早
朝
、
中
部
国
際
空
港

を
出
発
し
た
一
行
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
小
塚
公
園
内
旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
攻

隊
戦
没
者
慰
霊
塔
に
お
い
て
、
白
井
副

庁
長
斎
主
の
下
、
鹿
児
島
県
神
社
庁
長

川
上
親
昌
氏（
代
理
鹿
児
島
県
神
社
庁
監

事
・
同
肝
付
支
部
長
打
越
道
行
氏
）
を

来
賓
に
迎
え
慰
霊
祭
を
斎
行
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
雨
模
様
で
あ
っ
た

が
、
往
時
を
偲
び
ひ
た
す
ら
に
慰
霊
の

誠
を
捧
げ
る
参
列
者
の
心
に
応
え
る
か

の
よ
う
に
雨
は
止
み
、
時
が
止
ま
る
か

の
如
き
静
寂
の
中
で
の
祭
典
で
あ
っ
た
。

愛
知
県
内
よ
り
遠
路
を
真
心
込
め
て
持

参
し
た
日
本
酒
、
水
、
菓
子
な
ど
の
庭

積
神
饌
は
所
狭
し
と
供
え
ら
れ
、
愛
知

縣
護
國
神
社
の
舞
姫
に
よ
る
み
た
ま
慰

め
の
舞
は
英
霊
の
心
永
久
に
静
か
な
れ

と
の
想
い
を
伝
え
る
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
愛
知
県
神
社
総
代
会
常
任
理
事
・

監
事
小
久
保
博
史
氏
に
よ
る
慰
霊
の
言

葉
奉
読
の
後
、
参
列
者
全
員
が
愛
知
県

内
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
榊
で
調
製
さ
れ

た
玉
串
を
献
じ
拝
礼
を
終
え
た
。
祭
典

後
、
牧
野
副
庁
長
、
打
越
道
行
氏
の
挨

拶
が
あ
り
、
祭
典
は
つ
つ
が
な
く
終
了

し
た
。

　

慰
霊
祭
後
、
一
行
は
鹿
屋
航
空
基
地

史
料
館
を
訪
れ
、
国
の
た
め
若
き
命
を

捧
げ
た
特
攻
隊
員
た
ち
に
更
な
る
思
い

を
寄
せ
な
が
ら
愛
知
県
内
へ
戻
っ
た
。

斎
主　

祭
員

斎
主　

愛
知
県
神
社
庁
副
庁
長

　
　
　

羽
田
八
幡
宮
宮
司　
　
　
　

白
井　

清
夫

祭
員　

日
吉
神
社
宮
司　
　
　
　
　

小
柳
津
康
文

祭
員　

愛
知
縣
護
國
神
社
権
禰
宜　

笠
井　
　

剛

祭
員　

尾
張
大
國
霊
神
社
権
禰
宜　

背
古　

宗
裕

舞
姫　

愛
知
縣
護
國
神
社
巫
女　
　

糸
川
笑
美
子

典
儀　

老
津
神
社
宮
司　
　
　
　
　

中
村　

和
彦

鹿
屋
海
軍
航
空
基
地
慰
霊
祭
の
旅

斎主・祭員参進

慰霊祭祭場参列者全員玉串拝礼 巫女神楽を奏す

鹿屋慰霊搭斎主祭詞奏上 鹿屋慰霊搭碑文


